
清
代
湖
広
の
水
稲
作
と
棉
業

山

本

進

【
要
約
】
　
「
湖
無
心
す
れ
ば
天
下
足
る
」
の
諺
が
示
す
よ
う
に
、
玉
代
の
湖
面
地
方
は
、
長
江
下
流
へ
湖
広
島
を
供
給
す
る
天
下
の
穀
倉
と
し
て
知
ら
れ
　
㏄

て
い
た
。
し
か
し
湖
広
の
米
穀
生
産
力
は
、
長
江
下
流
と
比
較
す
れ
ば
か
な
り
の
低
水
準
に
あ
っ
た
。
湖
南
の
大
部
分
の
地
域
は
、
有
機
質
に
乏
し
い
強

酸
性
土
壌
に
覆
わ
れ
、
農
作
物
の
栽
培
に
適
さ
な
か
っ
た
。
一
方
、
洞
庭
湖
周
辺
か
ら
湖
北
に
亘
る
低
平
地
に
は
、
肥
沃
で
は
あ
る
が
排
水
困
難
な
湿
田

が
広
が
っ
て
お
り
、
田
植
え
や
除
草
を
必
要
と
し
な
い
、
高
地
よ
り
更
に
不
安
定
で
粗
放
な
水
稲
作
が
展
開
し
て
い
た
。
農
業
経
営
の
安
定
化
は
、
湖
南

で
は
河
谷
平
地
の
酸
土
改
良
に
、
湖
北
で
は
高
地
の
田
で
の
棉
作
・
棉
紡
織
業
に
求
め
ら
れ
た
。
湖
北
の
棉
業
は
、
農
村
家
内
副
業
で
あ
っ
た
が
、
余
劉

棉
布
を
湖
南
・
四
川
な
ど
霜
露
が
盛
ん
で
な
い
内
陸
諸
省
へ
移
出
し
て
い
た
。
走
査
の
湖
広
は
、
総
体
的
に
は
米
穀
供
給
地
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
が
、

内
部
で
は
ロ
ー
カ
ル
な
地
域
間
分
業
が
開
始
さ
れ
て
い
た
と
言
え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
七
〇
巻
六
号
　
［
九
八
七
年
＝
月

は
　
じ
　
め
　
に
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「
湖
広
熟
す
れ
ば
天
下
足
る
」
－
こ
の
諺
に
よ
っ
て
、
明
末
か
ら
清
代
に
か
け
て
、
湖
広
は
天
下
の
穀
倉
地
帯
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て

　
①

き
た
。
年
代
に
お
い
て
湖
広
産
米
が
大
量
に
商
品
化
さ
れ
、
長
江
下
流
域
へ
移
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
す
で
に
安
部
健
夫
揺
に
よ
っ
て
明
ら

　
　
　
　
　
　
②

か
に
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
安
部
氏
が
同
時
に
、
面
隠
の
米
穀
供
給
能
力
の
「
底
の
浅
さ
」
を
強
調
し
て
い
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
湖
心
水
稲
作
研
究
は
、
ま
ず
生
産
関
係
論
か
ら
始
ま
っ
た
。
北
村
敬
直
疵
は
、
乾
隆
年
間
以
降
、
湖
南
省
に
お
い
て
「
上
農
夫
」
か
ら
「
中

農
夫
」
・
「
下
農
夫
」
へ
の
農
民
層
分
解
が
進
行
し
、
「
中
農
夫
」
・
「
下
農
夫
」
が
軍
国
な
ど
の
副
業
的
商
贔
生
産
を
営
み
、
米
の
消
費
者
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

て
立
ち
現
れ
て
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
湖
南
米
の
省
内
需
要
が
高
ま
り
、
そ
の
結
果
湖
南
米
の
移
出
が
減
少
し
た
、
と
論
じ
た
。
し
か
し
、
湖
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南
に
お
け
る
農
民
層
分
解
、
副
業
的
商
品
生
産
の
展
開
、
米
穀
移
出
の
減
少
、
何
れ
を
と
っ
て
見
て
も
、
明
確
な
根
拠
は
乏
し
い
よ
う
に
思
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

れ
る
。
一
方
、
重
田
摂
氏
は
、
湖
南
米
市
場
の
構
造
を
「
地
主
的
市
場
し
と
規
定
し
た
。
す
な
わ
ち
、
地
主
に
よ
る
過
重
な
現
物
小
作
料
徴
収

の
た
め
、
佃
戸
は
自
ら
の
計
算
に
よ
っ
て
米
を
商
品
化
す
る
機
会
を
奪
わ
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
飯
米
の
一
部
分
を
地
主
や
商
人
か
ら
買
い
戻

す
こ
と
ま
で
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
地
主
や
商
人
は
、
買
占
め
行
為
に
よ
り
市
場
を
独
占
し
、
利
益
を
璽
断
ず
る
。
こ
う
し
て
、
湖
南
米

市
場
は
、
地
主
や
商
人
の
佃
戸
層
に
対
す
る
経
済
的
収
奪
（
往
往
に
し
て
、
そ
れ
は
劉
き
出
し
の
暴
力
を
も
併
う
）
の
場
と
な
る
。
こ
れ
が
、
重
田
氏

の
言
う
「
地
主
的
市
場
」
で
あ
る
。
だ
が
、
重
国
氏
の
「
地
主
的
市
場
」
論
も
ま
た
、
多
分
に
実
証
性
に
欠
如
し
て
い
る
。
と
く
に
、
湖
南
に

お
け
る
地
主
制
の
体
制
的
確
立
如
何
、
あ
る
い
は
小
農
民
の
余
剰
米
販
売
や
小
作
料
納
入
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
議
論
の
余
地

が
あ
ろ
う
。
と
に
か
く
、
こ
う
し
て
北
村
氏
と
重
田
氏
の
議
論
は
、
発
展
的
に
継
承
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
生
産
関
係
論
に
続
い
て
、
生
産
力
論
も
登
場
し
た
。
安
野
省
三
民
は
、
二
歳
再
穫
」
、
す
な
わ
ち
洞
庭
湖
周
辺
の
堤
坑
地
域
に
お
け
る
二
期

作
・
二
毛
作
、
内
陸
部
の
非
堤
坑
地
域
に
お
け
る
二
毛
作
の
開
始
を
契
機
に
、
湖
南
の
農
業
生
産
力
が
上
昇
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
「
湖
広
熟
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

れ
ば
天
下
足
る
」
の
諺
が
生
ま
れ
た
、
と
主
張
す
る
。
安
野
氏
は
、
と
り
わ
け
、
洞
庭
湖
周
辺
の
肉
塊
整
備
と
二
期
作
化
が
、
農
家
経
済
を
充

実
さ
せ
、
湖
南
の
高
い
農
業
生
産
力
水
準
を
実
現
さ
せ
た
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
果
し
て
正
し
い
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
こ
こ
で
注
臼
さ
れ
る
の
が
、
宋
学
よ
り
明
清
時
代
に
至
る
長
江
下
流
地
域
の
生
産
力
に
関
す
る
大
澤
正
昭
・
足
立
啓
二
氏
の
研
究
で
あ
る
。

従
来
、
宋
代
に
お
け
る
先
進
地
域
と
考
え
ら
れ
て
い
た
太
湖
周
辺
の
凹
地
は
、
低
湿
地
の
た
め
粗
放
な
稲
作
し
か
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

集
約
化
が
進
み
、
安
定
し
た
収
穫
を
実
現
し
て
い
た
の
は
、
聖
代
で
は
む
し
ろ
周
辺
の
支
谷
・
河
谷
平
野
・
扇
状
地
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
明

代
以
降
、
幹
線
水
路
や
囲
田
の
整
備
を
通
し
て
湿
田
の
乾
田
化
が
進
み
、
太
湖
凹
地
の
生
産
力
は
周
辺
の
支
谷
・
河
谷
平
野
部
の
生
産
力
を
凌

ぐ
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
大
澤
・
足
立
氏
ら
の
見
解
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
太
湖
周
辺
凹
地
と
地
理
的
条
件
が
類
似
す
る
、
洞
庭
湖
周
辺
か

ら
長
江
・
聖
水
流
域
に
か
け
て
の
沖
積
平
野
の
状
況
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
清
宵
の
湖
広
低
平
地
は
、
安
野
氏
の
見
解
の
よ
う
に
明
清
の
漸
西

凹
地
に
近
い
状
況
に
達
し
て
い
た
の
か
。
そ
れ
と
も
、
む
し
ろ
宋
代
の
漸
西
凹
地
に
近
い
状
況
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
の
か
。
こ
れ
を
解
明
す
る
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こ
と
が
、
本
稿
の
第
一
の
課
題
で
あ
る
。

　
第
二
の
課
題
は
、
郡
代
湖
広
の
経
済
的
地
位
・
役
割
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。
湖
広
地
域
は
、
長
江
下
流
に
江
漸
先
進
地
域
が
存
在
す
る

一
方
、
上
流
に
四
川
な
ど
の
後
進
地
域
を
擁
す
る
よ
う
に
、
商
品
流
通
ル
ー
ト
の
中
間
地
点
に
位
置
し
て
い
る
。
蘇
州
か
ら
見
れ
ば
、
坐
高
も

四
川
も
と
も
に
米
穀
を
供
給
す
る
ヒ
ン
タ
ー
ラ
ン
ト
に
過
ぎ
な
い
が
、
視
点
を
無
口
に
移
せ
ば
、
よ
り
冒
ー
カ
ル
な
地
域
間
分
業
が
見
え
て
く

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
従
来
、
商
贔
生
産
や
地
主
制
の
研
究
は
、
殆
ん
ど
江
漸
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
本
稿
は
、
地
域
研
究
と
し
て
の
意

義
も
有
し
て
い
る
。

　
な
お
、
湖
北
・
湖
南
二
省
を
と
り
あ
げ
た
の
は
、
両
省
が
清
代
で
も
「
巌
窟
」
と
ひ
と
ま
と
め
に
見
倣
さ
れ
が
ち
で
あ
る
よ
う
に
、
共
通
点

が
多
い
か
ら
で
あ
る
と
岡
時
に
、
以
下
の
行
論
で
明
ら
か
に
さ
れ
る
よ
う
に
、
相
反
す
る
点
も
少
な
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。
両
省
を
対
比
的
に

分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
湖
広
地
域
の
経
済
的
特
徴
が
よ
り
鮮
明
に
見
え
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

①
こ
の
諺
の
淵
源
に
つ
い
て
触
れ
た
も
の
と
し
て
、
加
藤
繁
「
支
那
に
於
け
る
稲

　
作
特
に
そ
の
品
種
の
発
達
に
就
い
て
」
『
東
洋
学
報
』
三
一
i
一
　
～
九
四
七
年

　
（
加
藤
『
支
那
経
済
史
考
証
』
下
巻
　
一
九
五
三
年
、
所
収
）
、
岩
見
宏
「
湖
広

　
熟
天
下
足
」
　
『
繭
果
撒
伴
史
研
究
臨
二
〇
1
四
　
　
一
九
六
二
年
、
　
寺
m
山
隆
…
信
「
湖
広
執
醐

　
天
下
足
」
『
文
化
』
四
三
－
一
・
二
　
一
九
七
九
年
、
な
ど
が
あ
る
。

②
　
安
部
健
夫
「
米
穀
需
給
の
研
究
－
『
雍
正
史
隔
の
一
章
と
し
て
み
た
一
」

　
『
東
洋
史
研
究
』
一
五
一
四
　
一
九
五
七
年
（
安
都
『
錦
帯
史
の
研
究
』
　
一
九

　
七
一
年
、
所
収
）
。

⑧
　
北
村
敬
直
「
清
塩
の
商
品
市
場
に
つ
い
て
」
『
経
済
学
雑
誌
』
二
八
一
三
・
四

　
一
九
五
二
年
（
北
村
『
清
代
社
会
経
済
史
研
究
』
　
一
九
七
二
年
、
所
収
）
。

④
　
重
園
徳
「
清
初
に
お
け
る
湖
南
米
市
揚
の
　
考
察
」
『
爽
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』

　
一
〇
　
一
九
五
六
年
（
重
国
『
清
代
社
会
経
済
史
研
究
』
　
一
九
七
五
年
、
所

　
収
）
。

⑤
　
安
野
省
三
「
『
湖
広
熟
す
れ
ば
天
下
足
る
』
考
」
『
木
村
正
雄
先
生
退
官
記
念
東

　
洋
史
払
醐
集
』
　
　
一
九
七
六
年
。

⑥
　
大
澤
正
昭
「
〃
蘇
湖
熟
天
下
足
”
1
『
虚
像
』
と
『
実
像
』
の
あ
い
だ
i
」

　
『
新
し
い
歴
史
学
の
た
め
に
臨
一
七
九
　
一
九
入
五
年
、
足
立
啓
二
「
宋
代
両
漸

　
に
お
け
る
水
稲
作
の
生
産
力
水
準
」
能
一
本
大
学
『
文
学
部
論
叢
』
一
七
　
一
九
八

　
五
年
。
こ
れ
ら
の
議
論
を
明
清
史
の
中
で
展
開
し
た
も
の
と
し
て
、
足
立
啓
二

　
「
明
清
時
代
長
江
下
流
の
水
稲
作
発
展
」
熊
本
大
学
『
文
学
都
論
叢
』
二
一
　
一

　
九
八
七
年
、
が
あ
る
。
以
下
の
論
考
で
は
、
樽
代
の
湖
広
と
長
江
下
流
地
域
を
比

　
較
検
討
す
る
場
合
、
足
立
氏
の
後
者
の
論
文
を
基
礎
と
し
て
い
る
。
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彌
　
湖
南
米
の
生
産
と
流
通

4　（848）

　
立
代
の
湖
南
省
は
、
長
江
下
流
地
域
へ
の
米
穀
供
給
地
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
但
し
、
省
全
域
が
産
米
地
1
1
供
給
地
で
あ
っ
た
わ

け
で
は
な
い
。
ま
た
、
湖
南
米
の
登
場
に
よ
っ
て
、
稲
作
の
先
進
地
が
長
江
下
流
か
ら
湖
広
へ
移
動
し
た
と
も
言
い
難
い
。
湖
南
に
お
け
る
米

穀
移
出
地
域
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
地
域
に
お
い
て
如
何
な
る
自
然
条
件
を
背
景
に
如
何
な
る
稲
作
技
術
が
展
開
し
て
い
た
か
を
検
証
す
る
こ

と
、
こ
れ
が
本
章
の
目
的
で
あ
る
。

　
は
じ
め
に
、
湖
南
米
の
生
産
地
一
供
給
地
を
特
定
し
よ
う
。
『
湖
南
省
例
成
案
』
戸
戸
倉
庫
　
巻
二
六
・
巻
二
四
に
収
録
さ
れ
て
い
る
次
の

二
つ
の
文
章
に
は
、
湖
南
省
各
州
県
が
常
平
倉
に
備
蓄
す
る
た
め
の
米
穀
を
知
事
す
る
際
、
当
該
州
県
の
水
運
交
通
の
便
に
よ
っ
て
四
通
り
の

買
付
け
方
法
が
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
1
「
富
有
水
路
相
通
各
州
県
採
買
倉
穀
不
許
在
本
地
派
累
勒
買
」
（
乾
町
元
年
）
一
巻
二
六
所
収
（
布
政
使
張
燦
・
督
糧
道
王
葉
滋
合
同
の
下
馬
）

　
　
　
カ
も

　
　
　
惟
う
に
湖
南
一
省
は
、
山
水
の
交
錯
す
る
こ
と
、
週
乎
と
し
て
同
じ
か
ら
ず
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ

　
　
　
長
・
衡
・
岳
・
常
・
濫
の
如
き
は
、
湖
に
依
り
江
に
傍
い
、
風
土
の
険
・
上
水
下
水
の
異
有
る
と
雛
も
、
然
れ
ど
も
亦
猶
是
舟
行
通
ず
難
き
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
や
や

　
　
　
而
し
て
安
化
・
榔
勲
等
の
厳
雑
な
る
、
測
陽
・
茶
陵
・
常
寧
・
安
仁
・
二
七
・
安
福
等
の
出
口
迂
曲
な
る
は
、
運
出
較
易
け
れ
ど
、
運
回
実
に
難
く
、

　
　
亦
以
て
一
概
に
語
る
可
か
ら
ざ
る
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
ン

　
　
　
辰
・
靖
に
至
り
て
は
、
原
よ
り
一
線
の
渓
河
有
れ
ど
、
其
の
険
な
る
こ
と
万
状
に
し
て
、
費
用
賀
る
賢
し
。
且
購
孟
母
に
満
つ
れ
ば
、
舟
の
載
す
可
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
無
く
、
路
の
行
く
可
き
無
し
。
又
永
・
榔
二
処
の
若
き
は
、
三
四
県
は
山
霧
一
道
の
小
舟
を
通
す
可
き
有
る
に
過
ぎ
ず
、
其
の
余
は
倶
に
竣
嶺
の
中
に
在

　
　
り
。
宝
慶
は
四
面
皆
山
に
し
て
、
若
し
別
府
に
越
饗
せ
ん
と
す
れ
ば
、
則
ち
小
渓
一
線
あ
り
、
灘
険
八
百
余
里
に
し
て
縫
に
益
陽
の
境
に
達
し
、
長
沙
府

　
　
の
界
と
為
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
よ
い
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
　
　
永
順
・
桂
陽
州
は
、
並
び
に
河
路
の
通
ず
可
き
無
し
。
乾
・
鳳
二
府
は
、
　
越
万
山
の
中
に
在
り
。
渓
河
一
線
有
る
と
難
も
、
秋
冬
必
ず
馨
る
。

　
∬
「
採
買
倉
穀
按
地
方
情
形
拠
実
査
虚
器
司
彙
詳
解
士
人
量
辮
」
（
乾
隆
二
二
年
）
t
巻
二
四
所
収
（
署
布
政
使
蔓
欝
の
議
得
）



目代附田の水稲作と棉業（山本）

　
査
す
る
に
乾
隆
十
八
年
（
一
七
五
三
年
）
周
前
司
倉
穀
を
採
堕
す
る
を
議
詳
し
、
章
程
を
酌
暫
し
た
り
。

　
其
れ
大
河
に
海
量
し
水
次
に
附
近
せ
る
の
長
沙
・
善
化
・
湘
陰
・
湘
潭
・
益
陽
・
湘
郷
・
衡
陽
・
衡
山
・
巴
陵
・
臨
湘
・
華
容
・
武
陵
・
桃
源
・
龍
陽

・
涜
江
・
濫
州
・
安
郷
等
一
十
七
州
県
は
、
秋
成
の
時
に
於
い
て
、
誠
実
な
る
丁
役
を
遽
選
し
、
隣
邑
の
穀
多
く
価
賎
き
地
方
に
赴
か
し
め
、
各
地
方
の

時
価
に
照
し
て
、
公
平
に
収
買
す
べ
し
。
（
中
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ

　
又
測
陽
・
醗
陵
・
寧
郷
・
依
県
・
茶
陵
・
来
陽
・
丁
寧
・
安
仁
・
零
露
・
郡
陽
・
下
意
・
安
福
等
十
二
州
県
は
、
逆
流
に
係
る
と
難
も
、
但
だ
或
い
は

漕
運
を
通
じ
、
或
い
は
大
江
に
臨
み
た
れ
ば
、
均
し
く
挽
運
す
可
し
。
（
中
略
）

　
又
東
商
・
道
州
・
郡
陽
・
武
岡
・
新
化
・
新
前
・
域
歩
・
平
江
・
淑
浦
：
氷
順
・
保
証
・
龍
山
・
桑
植
・
贈
爵
・
麻
陽
・
郡
州
・
永
興
・
興
寧
・
宜
章

・
桂
東
・
信
州
・
会
同
・
通
道
・
石
門
・
漁
利
：
氷
定
・
桂
陽
州
等
二
十
七
州
県
は
、
内
に
商
販
を
通
ず
旧
き
の
処
有
る
と
錐
も
、
但
だ
武
・
桃
・
湘
・

衡
の
各
産
米
礪
頭
よ
り
離
れ
た
る
こ
と
三
遠
に
し
て
、
且
つ
冬
に
逢
わ
ぱ
水
塗
れ
、
塞
に
挽
話
し
難
し
。

　
併
び
に
安
仁
・
榔
県
・
寧
遠
・
永
明
・
江
華
・
新
田
・
鳳
鳳
庁
・
桂
陽
県
・
鞍
寧
・
臨
画
・
藍
山
・
嘉
禾
等
十
二
庁
州
県
は
、
水
虻
に
通
ぜ
ず
、
均
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

く
隣
邑
に
赴
き
て
採
買
す
る
能
わ
ず
。
応
に
其
れ
本
地
に
在
り
て
平
価
も
て
買
補
す
る
を
准
ず
べ
し
。

　
1
・
豆
二
つ
の
史
料
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
は
、
両
者
と
も
湖
南
省
各
州
県
を
、
水
運
交
通
の
便
に
よ
っ
て
四
種
類
に
区
分
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
1
と
H
と
の
間
に
は
少
な
か
ら
ぬ
異
同
が
あ
る
が
、
概
ね
共
通
し
て
い
る
と
見
敬
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
い
ま
、
類
別
の
基
準
が
明
確

に
記
さ
れ
て
い
る
一
に
従
っ
て
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
A
水
運
至
便
地
域
（
一
七
）

　
　
長
沙
・
善
化
・
嬉
野
・
湘
潭
・
益
陽
・
睡
郷
・
華
華
・
衡
山
・
巴
陵
・
甲
羅
・
華
容
・
武
陵
・
桃
源
・
龍
陽
・
涜
江
・
澄
州
・
安
郷

　
B
引
き
船
に
よ
る
遡
行
可
能
地
域
（
＝
一
）

　
　
測
陽
・
酸
陵
・
寧
郷
・
放
県
・
茶
陵
・
来
陽
・
常
寧
・
安
仁
・
零
墨
・
長
陽
・
孟
江
・
安
福

　
C
引
き
船
も
困
難
な
地
域
（
二
七
）

　
　
東
安
・
道
州
・
暗
躍
・
武
岡
・
新
化
・
新
羅
・
城
砦
・
平
江
・
淑
浦
・
永
順
・
保
靖
・
龍
山
・
桑
植
・
聡
陽
・
麻
陽
・
榔
州
・
永
興
・
興
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清代湖広の水稲作と棉業（山本）

　
　
寧
・
宜
章
・
桂
東
・
靖
州
・
会
同
・
通
道
・
石
門
・
慈
利
・
永
定
・
桂
陽
州

　
D
水
運
不
通
地
域
（
＝
一
）

　
　
安
化
・
螂
県
・
寧
遠
・
永
明
・
江
華
・
新
田
・
鳳
鳳
庁
・
蘇
陽
県
・
鞍
寧
・
臨
画
・
藍
田
・
嘉
禾

こ
れ
ら
を
地
図
上
に
置
い
た
も
の
が
、
第
1
図
で
あ
る
。

　
湖
南
米
の
移
出
が
、
水
運
の
便
か
ら
可
能
で
あ
っ
た
の
は
、
水
運
至
便
な
A
地
域
お
よ
び
挽
運
が
容
易
で
あ
る
B
地
域
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
は
、
地
図
上
で
は
、
洞
庭
湖
周
辺
お
よ
び
湘
江
沿
岸
部
に
概
濁
す
る
。
こ
の
う
ち
、
米
穀
の
集
散
地
と
な
っ
て
い
た
の

は
、
搬
出
ぽ
か
り
で
な
く
搬
入
の
便
も
良
い
A
地
域
で
あ
っ
た
。
『
湖
南
省
例
成
案
』
戸
律
倉
庫
巻
二
三
の
「
各
府
庁
州
県
買
酒
倉
穀
及
地

方
市
風
水
次
章
程
情
形
」
（
乾
隆
…
八
年
）
に
は
、
備
蓄
用
米
穀
を
採
毒
す
る
た
め
、
各
地
に
お
け
る
米
穀
集
散
地
の
有
無
が
報
告
さ
れ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

が
、
こ
れ
に
よ
る
と
、
龍
陽
お
よ
び
濃
州
を
除
く
A
地
域
の
全
て
の
県
に
市
集
の
存
在
が
確
認
で
き
る
。
一
方
、
B
・
C
・
D
地
域
に
は
、
布

集
が
見
ら
れ
な
い
。

　
A
・
B
地
域
は
、
単
に
交
通
の
側
面
か
ら
米
穀
移
出
に
便
利
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
こ
こ
が
主
要
産
米
地
で
あ
っ
た
。
　
朱
倫
潮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

「
蔵
留
漕
糧
以
充
積
貯
割
子
」
に
は

　
　
湖
南
亦
惟
長
沙
・
宝
慶
・
岳
州
・
禮
州
・
衡
州
・
常
徳
等
府
。
係
広
産
之
郷
。

と
あ
り
、
A
・
B
に
宝
慶
府
を
加
え
た
地
域
が
、
朱
聖
心
の
認
識
す
る
産
米
地
で
あ
っ
た
。

　
次
に
、
湖
南
産
米
地
域
に
お
け
る
土
地
利
用
状
況
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
A
・
B
両
地
域
の
中
で
も
、
洞
庭
湖
周
辺
の
湖
沼
地
帯
と
湘
江
沿

岸
の
河
谷
平
地
と
で
は
、
農
業
技
術
が
大
い
に
異
な
っ
て
い
た
。

　
湖
沼
地
帯
の
代
表
例
と
し
て
、
岳
州
府
巴
陵
県
を
と
り
あ
げ
る
。
巴
陵
県
は
、
洞
庭
湖
の
出
口
部
に
位
置
し
、
出
口
部
を
爽
ん
で
東
部
高
地

と
西
北
部
低
湿
地
と
に
分
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
光
緒
『
巴
陵
県
志
』
巻
七
　
物
産
に
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

　
　
　
邑
は
三
十
四
都
両
村
に
分
か
る
。
湖
東
は
三
十
二
都
を
得
、
河
西
は
両
都
両
村
を
得
。

7　（851）



　
　
　
湖
東
の
田
は
、
約
ね
三
等
に
分
か
る
。
其
れ
質
量
の
地
は
旱
田
と
商
う
。
早
稲
に
宜
し
。
秋
冬
は
聖
算
を
布
す
煙
し
。
謡
曲
奥
術
の
処
は
車
田
と
日
う
。

　
　
遅
稲
に
宜
し
。
他
に
種
う
可
き
は
無
し
。
山
麓
の
稽
平
ら
な
処
は
塘
田
と
卜
う
。
早
稲
に
宜
し
。
秋
冬
も
亦
雑
糧
を
養
う
呈
し
。
然
れ
ど
も
再
遷
し
て
糞

　
　
足
ら
ざ
れ
ば
則
ち
来
年
稲
大
い
に
減
ず
。
蓋
し
山
角
礒
田
な
れ
ば
な
り
。

　
　
　
河
西
の
両
都
は
、
地
華
容
の
諸
山
に
連
な
れ
ば
、
其
の
田
も
亦
湖
東
の
如
し
。
惟
早
稲
の
後
、
晩
稲
を
接
種
す
れ
ぱ
、
歳
ご
と
に
再
穫
す
廻
し
。
湖
東

　
　
は
有
る
無
き
な
り
。

　
　
　
其
れ
両
村
は
則
ち
湖
に
画
し
、
地
勢
遼
闊
な
れ
ば
、
低
き
老
は
春
革
利
を
収
め
、
秋
冬
輩
の
利
を
得
。
坑
田
・
洲
田
の
若
き
は
、
最
も
里
美
な
り
と
称

　
　
せ
ら
る
。
産
す
る
所
の
稲
梁
・
粛
呈
・
黍
稜
・
芝
麻
・
葉
子
・
棉
花
は
、
遠
く
東
郷
よ
り
勝
る
。
復
た
覇
業
な
る
も
の
有
り
。
耕
転
を
待
た
ず
、
五
月
早

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ば
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
　
熟
す
。
殊
に
自
然
の
利
有
り
。
但
だ
湖
水
の
過
長
ず
る
に
逢
わ
ば
、
則
ち
一
片
の
注
洋
と
な
り
、
屋
瓦
幾
ど
没
す
。
屡
ぱ
豊
年
を
慶
ぶ
こ
と
能
わ
ざ
る
な
り
。

　
こ
の
史
料
に
拠
る
と
、
湖
東
地
方
は
高
地
で
、
夷
曲
で
は
米
－
雑
糧
二
毛
作
が
、
学
田
お
よ
び
塊
田
で
は
米
一
期
作
が
行
わ
れ
て
い
た
。
河

西
地
方
の
帝
都
も
同
様
な
地
形
で
、
米
二
期
作
が
行
わ
れ
て
い
た
。
一
方
、
河
西
地
方
の
二
村
は
、
洞
庭
湖
に
瀕
し
た
低
湿
地
が
広
大
に
展
開

し
て
お
り
、
草
刈
り
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
が
、
塩
田
や
笠
田
の
開
墾
も
進
ん
で
い
た
。
こ
れ
ら
は
、
地
味
が
肥
沃
で
、
稲
や
雑
糧
・
棉

花
が
栽
培
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、
耕
転
を
行
わ
ず
稲
の
種
子
を
直
播
き
す
る
だ
け
で
後
は
全
く
手
を
加
え
な
い
、
粗
放
な
水
稲
作
も
行
わ

れ
て
い
た
。
ま
た
、
低
地
の
た
め
し
ば
し
ば
冠
水
し
、
高
い
収
穫
を
恒
常
的
に
上
げ
る
こ
と
は
期
待
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
史
料
の
注
に
は

　
　
按
ず
る
に
此
の
説
未
だ
尽
く
さ
ず
。
河
西
の
低
地
は
、
三
十
余
年
来
、
已
に
尾
闇
（
川
の
河
口
部
）
と
成
り
た
れ
ば
、
正
に
諺
に
云
う
灰
の
「
十
た
び
種
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
　
れ
ど
も
九
た
び
は
収
め
ず
」
に
し
て
、
但
だ
「
履
ぱ
豊
か
な
る
を
慶
ぶ
こ
と
能
わ
ざ
る
」
の
み
に
は
非
ず
。

と
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
稔
り
が
な
か
っ
た
と
い
う
説
さ
え
あ
る
。

　
ま
た
、
『
宮
中
棺
雍
正
朝
奏
摺
』
第
二
一
輯
、
一
一
年
七
月
二
日
、
湖
南
巡
撫
趙
欝
血
二
二
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
え
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
わ
か
　
み
な
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ま

　
　
　
巴
陵
・
臨
湘
二
県
の
報
に
拠
る
に
称
せ
り
。
五
月
底
、
雨
水
稽
多
く
、
川
水
陛
に
滋
れ
ぽ
、
属
す
る
所
の
濱
江
夏
期
最
低
の
田
、
間
流
浸
を
被
れ
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
　
…
…
學
び
に
各
激
越
に
拠
る
に
威
称
せ
り
。
水
勢
若
し
消
落
す
る
こ
と
迅
速
な
れ
ば
、
則
ち
受
溝
の
禾
、
働
黄
昏
有
り
。
且
つ
晩
稲
を
菜
種
す
駕
し
。
…
…

と
あ
り
、
低
湿
地
の
田
は
し
ば
し
ば
水
災
を
受
け
る
が
、
も
し
水
が
早
く
退
い
た
な
ら
、
わ
ず
か
な
が
ら
も
収
穫
が
望
ま
れ
、
晩
稲
を
弄
種
す
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清代湖広の水稲作と棉業（山本）

る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
。

　
巴
陵
県
河
西
地
方
に
は
広
大
な
低
湿
地
が
あ
り
、
草
刈
り
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
が
、
開
墾
さ
れ
て
境
田
と
な
る
も
の
も
あ
っ
た
。
塊

の
内
部
は
全
て
が
乾
田
化
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、
耕
起
を
は
じ
め
全
て
の
農
作
業
を
不
要
と
す
る
、
直
播
き
に
よ
る
極
め
て
粗
放
な
水
稲
作
も
行

わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
水
災
に
遭
っ
て
も
直
ち
に
晩
生
稲
を
上
種
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
低
湿
田
の
水
稲
生
産
力
は
か
な
り

低
く
、
十
年
に
一
度
し
か
収
穫
で
き
な
い
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
火
災
を
被
っ
た
低
湿
田
は
、
暫
時
耕
作
が
放
棄
さ
れ
る
と
い
う
、
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

謂
「
片
荒
し
」
が
行
わ
れ
て
い
た
。
か
か
る
情
況
は
、
民
国
時
代
に
至
っ
て
も
殆
ん
ど
変
化
し
な
か
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
事
実
は
、
安
野
氏
に
よ
る
塩
田
・
堤
堤
の
イ
メ
ー
ジ
を
一
変
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。
二
代
湖
南
の
堤
境
は
、
長
江
下
流
の
坪
と
比
較

し
て
は
る
か
に
稚
拙
な
も
の
で
あ
っ
た
。
湘
江
沿
い
の
長
沙
の
低
田
で
も
、
堤
防
は
あ
ま
り
有
効
に
機
能
し
て
お
ら
ず
、
稔
り
が
あ
る
の
は
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

○
年
に
三
～
四
回
さ
え
な
か
っ
た
。
巴
陵
に
至
っ
て
は
、
堤
塊
そ
の
も
の
が
殆
ん
ど
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
　
一
九
世
紀
中
葉
、
巴
陵
県
の

人
呉
敏
樹
は
、
「
巴
陵
水
利
説
」
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
だ

　
　
巴
陵
の
濱
湖
の
地
は
、
向
に
は
陛
院
無
し
。
惟
新
躊
河
に
近
き
処
の
み
少
し
こ
れ
有
れ
ど
、
亦
甚
し
き
利
害
無
し
。
独
り
江
に
面
し
湖
北
と
連
な
る
者
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
　
宜
し
く
こ
れ
を
完
修
す
べ
き
の
み
。

と
述
べ
、
堤
院
が
役
に
立
っ
て
い
な
い
こ
と
を
嘆
い
て
い
る
。

　
河
谷
平
地
（
川
沿
い
に
広
が
っ
た
平
地
、
ま
た
は
扇
状
地
）
の
代
表
例
と
し
て
は
、
永
州
府
零
陵
県
を
と
り
あ
げ
る
。
『
湖
南
省
例
成
案
』
戸
律
田

宅
　
巻
八
「
勧
民
栽
挿
中
晩
二
禾
及
苧
麻
木
棉
野
蚕
等
類
井
禁
批
放
牛
馬
」
（
鞍
置
一
一
年
）
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
め

　
　
　
各
老
農
に
拠
る
に
威
称
せ
り
。
零
雨
は
山
多
く
水
冷
え
、
土
性
多
く
は
寒
た
し
。
田
畝
は
高
低
一
つ
な
ら
ざ
る
有
り
、
土
性
は
厚
薄
同
じ
か
ら
ざ
る
有

　
　
れ
ば
、
毎
年
怖
種
せ
る
稲
団
、
早
中
晩
の
三
等
有
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
え

　
　
　
高
田
は
土
性
稚
薄
け
れ
ば
、
早
稲
を
養
う
る
に
宜
し
。
清
明
に
下
種
し
、
四
月
に
栽
種
し
、
六
月
尽
七
月
初
に
収
穫
し
、
糞
を
加
え
て
耕
転
し
、
続
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
だ
　
　
　
　
も
つ
　
　
　
　
　
　
し

　
　
て
蕎
麦
を
種
う
。
収
蕎
の
後
、
即
ち
に
用
て
糞
を
舗
き
て
耕
嘉
し
、
糞
を
蓋
い
て
冬
を
過
ご
す
。
若
し
糞
を
加
え
て
耕
転
せ
ざ
れ
ぼ
、
来
年
稲
苗
旺
ん
な
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か
く

　
　
ら
ず
、
収
成
鰍
薄
な
ら
ん
。
此
し
て
早
稲
の
田
は
、
二
谷
を
播
種
す
る
に
難
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
づ

　
　
　
中
稲
の
田
畝
は
、
地
勢
稽
低
く
、
土
性
頗
る
厚
し
。
四
月
に
下
種
し
、
五
月
に
栽
挿
し
、
七
月
尽
八
月
初
に
収
穫
し
、
糞
を
加
え
て
耕
煙
し
、
随
い
て

　
　
小
麦
を
種
え
、
次
年
四
月
に
収
穫
し
、
接
い
で
中
稲
を
挿
す
。
脱
し
て
申
稲
の
田
も
亦
身
熟
を
播
種
し
難
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
よ
い
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
だ

　
　
　
又
晩
稲
の
田
野
有
り
。
地
勢
最
も
低
く
、
名
づ
け
て
洞
田
と
日
う
。
土
性
愈
寒
た
し
。
毎
年
止
一
次
忘
種
す
る
に
宜
し
き
の
み
。
九
月
に
本
割
す
れ

　
　
ば
、
復
た
別
項
を
種
う
る
可
か
ら
ず
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
つ
て

　
　
　
早
中
稲
の
田
に
至
り
て
は
、
田
に
従
い
て
鐘
楼
経
禾
の
馬
齢
に
中
単
二
禾
を
補
挿
し
た
れ
ど
、
惟
後
馬
せ
し
管
長
連
せ
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
早
挿
の
苗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
　
も
亦
発
鷹
せ
ざ
り
。
是
を
以
て
再
び
人
の
種
う
る
無
し
…
…
と
。

　
右
の
文
よ
り
明
ら
か
な
よ
う
に
、
正
極
で
は
、
土
地
の
高
度
に
応
じ
て
田
地
を
高
・
中
・
低
の
三
種
に
区
分
し
、
各
々
の
田
地
に
適
し
た
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

法
に
よ
っ
て
稲
作
が
行
わ
れ
て
い
た
。
高
田
は
、
地
力
が
低
く
、
早
稲
と
蕎
麦
の
二
毛
作
が
適
し
て
い
た
。
中
田
は
、
地
力
が
高
く
、
中
稲
と

小
麦
の
二
毛
作
が
適
し
て
い
た
。
低
田
は
、
洞
田
と
も
呼
ば
れ
、
地
温
が
低
く
、
晩
稲
単
作
し
か
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
高
田
お
よ
び

中
田
で
は
、
地
方
維
持
の
た
め
、
肥
料
の
投
入
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
米
の
二
期
作
は
実
質
的
に
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。

　
水
利
に
つ
い
て
言
え
ば
、
零
陵
で
は
水
利
が
比
較
的
整
備
さ
れ
て
い
た
。
『
湖
南
省
例
成
案
』
戸
律
田
々
　
巻
七
「
州
県
酌
量
地
方
細
形
飾

民
開
控
塘
池
」
（
乾
隆
六
年
）
に
は

　
　
犯
法
は
山
多
く
水
少
な
し
。
田
畝
は
半
ば
野
阜
に
居
れ
ば
、
旱
を
畏
る
者
多
し
。
江
に
接
し
渓
に
臨
む
の
処
は
、
水
湧
に
遇
う
と
難
も
、
晴
黙
す
れ
ぱ
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
す

　
　
ち
消
ゆ
。
…
…
此
の
地
は
皆
池
塘
有
り
。
潴
な
れ
ば
則
ち
冠
り
て
以
て
潟
泄
し
、
旱
な
れ
ば
則
ち
冠
り
て
以
て
車
廓
す
。
一
理
の
水
は
、
百
畝
の
田
を
蔭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
　
く
可
し
。
故
に
凡
そ
塘
有
る
の
産
は
、
侍
み
て
以
て
恐
れ
無
し
。

と
あ
り
、
当
地
で
は
排
水
よ
り
も
灌
概
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
が
、
た
め
池
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
か
な
り
の
旱
災
に
も
耐
え
ら
れ
た
よ
う

で
あ
る
。
こ
の
た
め
池
は
、
百
畝
の
田
を
も
灌
概
で
き
る
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
大
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
。
零
陵
と
同
様
に
た
め
由
仁
漉
を
行
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

て
い
た
長
沙
府
寧
郷
県
で
も
、
水
利
は
よ
く
整
備
さ
れ
て
い
た
。

　
河
谷
平
地
で
は
、
川
沿
い
の
低
地
か
ら
山
麓
の
高
地
ま
で
各
々
高
さ
が
異
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土
質
・
気
候
に
合
わ
せ
て
早
稲
・
中
稲
・
晩
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月代湖広の水稲作と縮業（山本）

稲
が
栽
培
さ
れ
て
い
た
。
施
肥
や
耕
転
は
、
比
較
的
入
念
に
行
わ
れ
、
概
ね
米
－
雑
穀
二
毛
作
が
可
能
で
あ
っ
た
。
心
墨
は
、
た
め
池
に
よ
る

も
の
で
あ
り
、
か
な
り
整
備
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
湖
南
で
は
、
一
般
に
洞
庭
湖
周
辺
の
湖
沼
地
帯
よ
り
も
湘
江

沿
岸
の
河
谷
平
地
の
方
が
、
よ
り
集
約
的
な
農
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
た
だ
し
、
湖
南
省
湘
江
沿
岸
地
域
の
農
業
も
、
長
江
下
流
地
域
の
そ
れ
と
比
較
す
れ
ぱ
、
粗
放
で
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
た
と
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

ば
、
長
沙
府
中
陵
県
で
は
、
早
稲
田
の
中
に
亜
禾
と
呼
ば
れ
る
晩
稲
が
混
植
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
作
付
方
式
は
、
稲
の
生
長
に
合
わ
せ

た
適
度
な
水
の
供
給
を
困
難
に
す
る
。
お
そ
ら
く
、
野
生
稲
に
近
い
品
種
が
栽
培
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
亜
禾
と
い
う
名

　
　
　
　
　
　
　
　
ば
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

称
が
野
生
稲
に
近
い
罹
種
と
類
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
裏
作
も
あ
ま
り
盛
ん
で
は
な
か
っ
た
。
先
に
引
用
し
た
「
勧

民
栽
挿
中
晩
二
禾
及
苧
麻
木
棉
野
蚕
等
類
＃
禁
樋
放
牛
馬
」
に
は

　
　
荘
重
之
後
。
旧
註
長
洲
。
名
官
稲
孫
。
有
水
階
調
。
亦
能
結
実
。
毎
畝
可
収
載
数
斗
。
不
輸
費
力
。
無
如
民
間
七
月
以
後
。
即
行
放
牛
。
俗
曲
八
月
批
牛

　
　
放
野
草
。
相
沿
為
例
。
以
致
稲
孫
食
尽
。
即
間
有
田
内
種
蕎
菱
菜
疏
「
者
。
必
須
囲
難
築
塘
。
南
面
牛
牲
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

と
あ
り
、
湖
南
で
は
、
陰
暦
七
月
以
降
、
田
地
で
牛
を
放
し
飼
い
に
す
る
習
慣
が
あ
り
、
蕎
麦
や
読
菜
は
食
害
を
防
ぐ
た
め
難
・
堵
で
囲
ん
で

　
　
　
　
　
　
⑲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

栽
培
さ
れ
て
い
た
。
収
穫
後
の
あ
ら
お
こ
し
も
行
わ
れ
ず
、
旧
株
が
再
び
生
長
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
湖
南
で
は
、
二
毛
作
化
が

そ
れ
程
進
行
し
て
お
ら
ず
、
多
く
の
耕
地
は
水
稲
単
作
で
あ
っ
た
こ
と
、
収
穫
後
の
あ
ら
お
こ
し
さ
え
省
略
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ

れ
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
考
察
を
通
し
て
、
湖
南
で
は
、
湖
沼
地
帯
・
河
谷
平
地
と
も
に
、
米
穀
生
産
力
が
相
対
的
に
低
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

そ
れ
で
は
、
商
品
作
物
の
栽
培
に
よ
り
食
糧
生
産
の
弱
さ
を
補
う
こ
と
は
、
果
し
て
可
能
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
商
品
生
産
の
大
宗
を
占
め
る

木
曾
に
つ
い
て
言
え
ば
、
答
え
は
否
で
あ
る
。
大
衆
衣
料
で
あ
る
棉
布
や
原
料
の
棉
花
は
、
湖
南
省
内
で
は
自
給
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

嘉
慶
『
石
門
県
志
』
巻
一
八
風
俗
、
に

　
　
邑
中
桑
麻
甚
少
。
多
買
木
棉
。
弾
紡
成
布
。
比
戸
機
声
軋
軋
。
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と
あ
り
、
澄
州
石
門
県
で
は
、
域
外
よ
り
棉
花
を
購
入
し
て
棉
布
を
自
首
自
重
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
急
雷
『
石
面
県
郷
土
志
』

巻
四
商
務
、
に
よ
れ
ば
・

　
　
入
墨
之
貨
。
衣
服
奇
物
。
綱
避
難
江
漸
至
。
夏
葛
自
測
陽
・
豊
強
至
。
棉
花
自
湖
北
至
。
…
…
県
錐
産
山
。
未
解
成
締
・
機
将
之
法
。
杭
綱
・
寧
鍛
・
湖

　
　
紹
。
今
市
店
所
笛
者
。
皆
江
蘇
・
漸
江
産
也
。
棉
花
来
自
湖
北
最
多
。
…
…

と
あ
り
、
清
末
の
宝
慶
府
郡
陽
県
で
は
、
絹
織
物
を
江
漸
よ
り
、
棉
花
を
湖
北
よ
り
移
入
し
て
い
た
。
省
内
で
販
売
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
麻

布
や
葛
布
で
し
か
な
い
。
た
だ
し
、
棉
花
を
生
産
で
き
る
地
域
も
一
部
に
は
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
宝
慶
府
郡
陽
県
で
は
、
『
湖
南
省
例
成
案
』

戸
律
田
宅
　
巻
八
「
勧
民
蓄
蜷
栽
竹
」
（
乾
隆
八
年
）
に

　
　
奉
督
部
堂
阿
憲
票
内
開
。
拠
西
陽
県
総
称
。
卑
語
山
多
田
少
。
水
田
種
養
性
稼
。
早
土
遊
里
雪
糧
。
甲
種
棉
花
。
固
為
小
民
衣
食
之
源
。

と
あ
る
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
自
家
消
費
分
の
棉
花
生
産
は
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
湖
南
省
で
棉
花
が
あ
ま
り
栽
培
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
は
、
赤
土
の
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
赤
土
は
、
江
西
・
湖
南
・
雲
南
・
広
西

・
広
広
・
福
建
な
ど
長
江
以
南
の
各
省
に
広
範
に
分
布
し
て
お
り
、
そ
の
特
性
は
、
有
機
質
と
窒
素
に
欠
乏
し
て
い
る
こ
と
、
強
酸
性
反
応
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

呈
す
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。
農
作
物
の
中
で
、
稲
は
比
較
的
酸
に
強
い
が
、
棉
花
の
耐
酸
性
は
弱
い
。
そ
の
た
め
、
湖
南
で
は
棉
花
の
栽
培

が
困
難
で
、
米
の
生
産
に
も
あ
ま
り
適
さ
な
か
っ
た
と
み
な
さ
れ
る
。
二
代
、
湖
南
米
が
江
漸
な
ど
へ
大
量
に
移
出
さ
れ
た
理
由
の
一
つ
に
は
、

棉
花
な
ど
の
省
内
自
給
が
困
難
で
、
米
を
売
っ
て
棉
花
な
ど
を
購
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
事
惰
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
と
こ
ろ
で
、
重
代
で
は
、
酸
性
土
壌
が
米
作
や
裏
作
に
障
害
を
与
え
る
と
い
う
認
識
は
未
だ
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
石
灰
の
投
入
に
よ

る
酸
性
土
壌
の
中
和
は
、
か
な
り
広
範
に
行
わ
れ
て
い
た
。
光
緒
『
桃
源
県
志
』
巻
一
　
土
産
、
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
す

　
　
勤
農
の
田
に
製
す
る
に
、
多
方
以
て
こ
れ
を
悉
く
。
人
密
の
穂
高
・
搾
油
の
桔
餅
・
草
黒
木
葉
の
以
て
生
気
を
悉
く
る
こ
と
、
普
天
の
同
じ
き
所
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
　
土
性
の
冷
漿
を
帯
ぶ
る
者
は
、
宜
し
く
骨
灰
も
て
秩
根
を
蕪
し
、
石
灰
も
て
苗
足
を
圧
す
べ
し
。

と
あ
り
、
有
機
質
と
な
ら
ん
で
ア
ル
カ
リ
肥
料
の
投
入
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
光
緒
『
巴
陵
県
志
』
巻
五
二
　
雑
識
に
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清代湖広の水稲作と正業（山本）

　
　
山
郷
糞
田
。
青
苗
之
外
。
多
用
石
灰
。
…
…
灰
皆
従
上
湘
及
蒲
折
貨
之
。
転
属
頗
蝦
。

と
あ
る
よ
う
に
、
洞
庭
湖
周
辺
の
沖
積
平
野
地
域
に
属
す
る
巴
陵
県
で
も
石
灰
が
移
入
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
使
用
は
山
郷
（
湖
東
の
山
間
部
）

に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
石
灰
は
、
満
干
上
流
や
湖
北
省
武
昌
墨
書
鼻
差
な
ど
よ
り
購
入
さ
れ
て
い
た
。
石
灰
の
売
買
に
つ
い
て
は
、
光
緒
『
善

化
県
志
』
巻
二
六
　
風
俗
、
の
「
農
事
」
に
は

　
　
郷
昆
佃
耕
多
於
自
耕
。
約
費
枯
餅
・
灰
糞
・
人
工
銭
文
｝
千
。
可
得
穀
一
石
。

と
あ
り
、
「
江
商
」
に
は

　
　
安
土
重
遷
。
除
装
運
米
穀
而
外
。
心
墨
貿
於
遠
邑
者
。
…
…
戯
著
。
郷
則
枯
餅
∵
石
灰
。
城
則
黒
米
・
小
器
・
沖
積
而
已
。

と
あ
り
、
枯
餅
（
油
か
す
）
と
石
灰
の
購
入
が
農
家
経
営
の
中
で
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　
最
後
に
、
本
章
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
第
一
に
、
米
穀
移
出
地
域
は
、
洞
庭
湖
周
辺
お
よ
び
湘
江
沿
岸
で
あ
っ
た
。
第
二
に
、

米
穀
移
出
地
域
の
農
業
は
、
湖
沼
地
帯
の
湿
田
で
の
粗
放
な
水
稲
作
と
河
谷
平
地
の
乾
田
で
の
よ
り
集
約
的
な
水
稲
作
（
都
分
的
に
雑
穀
と
の
二

毛
作
が
行
わ
れ
る
）
に
大
別
さ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
湖
沼
地
帯
と
一
括
し
た
中
に
も
、
集
約
化
の
進
ん
だ
坑
田
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
河
谷
平

地
と
一
括
し
た
中
に
も
、
水
利
の
宋
発
達
な
田
地
は
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
当
該
地
域
の
主
要
な
耕
地
形
態
で
は
な
か
っ
た

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
両
地
域
と
も
、
長
江
下
流
地
域
と
比
較
す
れ
ば
は
る
か
に
後
進
的
で
あ
っ
た
。
第
三
に
、
棉
花
の
生
産
は
盛
ん
で
は
な

く
、
多
く
を
塵
外
か
ら
の
移
入
に
頼
っ
て
い
る
。
湖
南
で
棉
花
が
あ
ま
り
生
産
さ
れ
な
い
の
は
、
耐
酸
性
に
劣
る
棉
花
が
湖
南
を
広
く
覆
っ
て

い
る
赤
土
に
適
さ
な
い
た
め
で
あ
る
。
第
四
に
、
強
酸
性
を
示
し
有
機
質
に
乏
し
い
赤
土
に
は
、
棉
花
は
も
ち
ろ
ん
稲
に
も
あ
ま
り
適
さ
な
い
。

湖
南
の
農
民
は
、
滴
か
す
や
石
灰
を
購
入
し
、
有
機
質
を
補
う
と
と
も
に
皇
土
を
中
和
さ
せ
る
努
力
を
続
け
て
い
た
。

　
①
　
惟
湖
南
一
省
。
山
水
交
錯
。
廻
乎
不
同
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
而
安
化
・
郷
累
等
之
厳
彊
。
劃
陽
・
茶
陵
・
蒲
田
・
安
仁
・
平
江
・
安
福
等
之

　
　
　
如
長
・
衡
・
岳
・
常
・
澄
。
依
湖
傍
聞
。
難
有
風
濤
之
険
・
上
水
下
水
之
異
。
　
　
　
　
　
出
口
迂
曲
。
運
出
較
易
。
運
回
実
難
。
亦
不
可
以
一
概
語
也
。

　
　
露
悪
猶
是
舟
行
可
通
也
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
至
於
辰
・
靖
。
原
有
一
線
渓
河
。
其
険
万
状
。
費
用
莫
黄
。
且
贈
糧
満
河
。
無
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許
可
載
。
無
路
可
行
。
景
品
永
・
帯
磁
処
。
不
過
三
四
県
有
山
渓
一
道
可
通
小
舟
。

　
其
余
日
在
竣
嶺
之
中
。
宝
慶
四
面
浦
山
。
薫
育
赴
別
府
。
則
小
渓
一
線
。
灘
険
八

　
蘭
語
里
。
威
望
益
陽
葉
。
為
長
沙
府
界
。

　
　
永
順
・
桂
陽
州
。
並
無
河
路
可
通
。
乾
・
鳳
二
庁
。
越
在
万
山
之
中
。
雛
有
渓

　
河
｝
線
。
秋
冬
必
澗
。

②
　
凹
面
隆
十
八
年
周
前
司
議
詳
採
買
倉
穀
。
選
定
章
程
。

　
　
其
濱
臨
大
河
附
近
水
次
之
長
沙
・
善
化
・
湘
陰
・
湘
潭
・
益
陽
・
湘
郷
・
衡
陽

　
・
衡
両
・
巴
陵
・
臨
湘
・
緑
門
・
武
陵
・
桃
源
・
龍
陽
・
況
江
・
澄
州
・
安
郷
等

　
一
十
七
州
県
。
於
秋
成
時
。
遽
選
誠
実
丁
役
。
赴
隣
甘
藍
多
価
賎
地
方
。
照
各
地

　
方
時
価
。
公
平
収
買
。
（
中
略
）

　
　
又
捌
陽
・
醒
陵
・
寧
郷
・
依
県
・
茶
目
・
乗
陽
・
常
寧
・
安
仁
・
零
陵
・
郡
陽

　
・
韮
江
・
安
福
等
十
二
州
県
。
難
係
逆
流
。
但
無
碍
漕
運
。
或
臨
大
江
。
均
可
挽

　
運
。
（
中
略
）

　
　
又
東
安
・
道
州
・
郡
陽
・
武
隅
・
新
化
・
新
寧
・
城
歩
・
平
江
・
宝
燈
・
永
順

　
．
需
要
・
龍
山
・
桑
植
・
勲
陽
・
麻
陽
・
榔
州
・
永
興
・
興
寧
・
宜
章
・
桂
東
・

　
靖
州
・
会
同
・
通
道
・
石
門
・
慈
利
・
永
定
・
桂
陽
州
等
二
十
七
州
県
。
内
難
有

　
可
通
商
販
下
縫
。
但
離
武
・
桃
・
湘
・
衡
各
産
米
礪
頭
遙
遠
。
且
逢
冬
水
澗
。
楚

　
難
挽
運
。

　
　
併
安
仁
・
轟
県
・
寧
遠
・
永
明
・
江
華
・
新
田
・
皇
尊
庁
・
桂
陽
梁
・
緩
寧
・

　
臨
武
・
藍
田
・
嘉
禾
等
十
二
庁
州
県
。
不
通
水
次
。
均
不
能
赴
隣
邑
採
買
。
応
准

　
其
在
於
本
地
平
価
買
補
。

③
重
田
徳
、
前
掲
「
清
初
に
お
け
る
湖
南
米
市
場
の
一
考
察
」
。
な
お
、
龍
陽
県

　
に
つ
い
て
は
、
　
「
近
河
口
岸
。
有
可
以
買
谷
之
処
。
藤
織
商
客
船
。
倶
係
居
罠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
い
た
い

　
対
面
買
売
」
と
あ
り
、
常
設
店
舗
こ
そ
無
い
が
、
米
の
相
対
売
買
は
行
わ
れ
て
い

　
た
。
澄
州
に
つ
い
て
は
、
記
載
が
無
い
。

④
『
皇
朝
経
世
文
編
』
巻
三
九
倉
儲
、
所
収
。

⑥
昆
分
三
十
四
都
両
村
。
湖
東
得
三
十
二
都
。
河
西
得
両
輪
両
村
。

　
　
湖
東
之
田
。
約
分
三
等
。
其
平
臓
之
地
。
直
穿
賑
。
宜
早
稲
。
秋
冬
可
布
雑
松
。

　
山
麟
奥
術
処
。
日
瀧
田
。
宜
還
却
。
他
面
高
蔵
。
山
麓
稽
平
処
。
田
謹
書
。
宜
早

稲
。
私
冬
亦
可
鍾
雑
糧
。
然
再
収
面
糞
不
足
。
剣
来
年
稲
大
輔
。
蓋
肉
角
磯
田
也
。

　
　
河
西
南
都
。
地
連
華
容
諸
肉
。
其
田
亦
如
湖
東
。
惟
早
稲
後
。
接
種
晩
稲
。
歳

　
可
再
穫
。
湖
東
無
有
也
。

　
　
其
両
村
則
濱
湖
。
地
勢
遼
闊
。
葺
替
春
収
草
間
。
秋
得
藍
葦
之
利
。
中
備
田
・

　
洲
田
。
最
称
肥
美
。
所
産
稲
梁
・
墓
守
・
黍
稜
・
芝
麻
・
菜
子
・
棉
花
。
遠
勝
東

郷
。
蝋
型
撤
殻
。
不
待
平
癒
。
五
月
早
熟
。
殊
有
自
然
之
利
。
但
蓮
湖
水
過
長
。

　
則
一
片
注
脚
。
屋
瓦
幾
没
。
不
能
屡
慶
豊
年
也
。

⑥
　
按
此
説
朱
尽
。
河
西
低
地
。
三
十
余
年
来
。
已
成
尾
闇
。
正
諺
所
云
。
十
種
九

　
不
収
。
非
但
不
能
慶
凄
腰
張
已
。

⑦
拠
巴
陵
・
臨
湘
二
瀬
重
信
。
五
月
底
。
雨
水
通
気
。
川
水
陸
漂
。
所
属
濱
江
近

　
湖
最
低
之
田
。
間
被
滝
浸
。
…
…
井
拠
各
該
県
威
称
。
水
勢
若
消
落
迅
速
。
劉
受

　
演
之
禾
。
傍
有
薄
収
。
且
可
補
種
晩
稲
。
…
…

⑧
　
　
『
宮
中
勲
爵
正
朝
奏
摺
』
第
二
三
輯
、
一
二
年
八
月
一
三
賃
、
署
理
湖
南
巡
撫

　
鍾
保

　
　
湖
南
地
方
広
闊
。
襟
帯
江
湖
。
各
属
国
土
。
毎
因
幡
処
窪
下
。
被
水
沖
滝
。
而

　
　
党
成
荒
蕪
。
棄
置
不
耕
者
有
之
。

⑨
　
『
支
那
省
盛
岡
志
馳
（
湖
南
省
）
　
一
九
一
七
年
、
四
九
八
頁
に
、
「
尤
も
洞
庭

　
湖
の
周
囲
な
る
稲
田
の
衝
立
は
頗
る
大
な
る
も
の
な
れ
ど
も
、
夏
期
に
於
け
る
氾

　
濫
は
殆
ど
例
年
の
事
に
し
て
、
附
近
に
於
け
る
耕
作
地
防
水
隆
（
遊
子
）
破
壊
し

　
て
其
産
額
を
減
少
す
る
こ
と
少
か
ら
ざ
る
な
り
」
と
あ
る
。

⑩
同
治
『
長
沙
県
志
』
巻
一
六
風
土
農
籍

　
　
銀
鍔
隆
薬
水
以
藝
来
者
。
名
日
墨
田
。
偶
遇
瀕
湧
。
皆
論
巨
躯
。
或
将
告
西
成
。

　
　
一
経
駆
浪
。
終
帰
水
郷
。
幸
葡
全
収
。
其
利
較
倍
。
故
人
争
相
之
。
究
之
十
歳

　
　
之
中
。
其
有
秋
者
不
三
四
也
。

⑪
呉
敏
樹
『
絆
湖
文
集
』
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清代湖広の水稲作と棉業（山本）

　
　
巴
陵
悪
馬
之
地
。
向
無
機
坑
。
惟
日
新
縞
河
盗
難
有
之
。
敵
塁
甚
利
害
。
独
濱

　
　
江
与
湖
北
連
者
。
宜
完
修
之
耳
。

⑫
　
饗
膳
老
農
威
称
。
零
難
山
多
水
冷
。
土
性
多
寒
。
賑
敵
有
高
低
不
一
。
土
性
有

　
厚
薄
不
同
。
毎
年
怖
種
稲
苗
。
有
早
中
晩
三
等
。

　
　
音
両
m
口
十
｛
性
梢
薄
。
脚
且
種
星
丁
稲
。
清
明
下
禍
裡
。
　
四
月
蝋
市
報
惚
。
山
雪
月
｛
尽
目
［
月
初
収
帥
獲
。

　
加
糞
溜
転
。
続
種
蕎
菱
。
収
蕎
之
後
。
即
影
響
糞
特
需
。
蝶
結
過
冬
。
若
不
加
耕

　
転
。
来
年
稲
苗
不
旺
。
収
成
敷
薄
。
此
早
稲
之
田
。
難
於
播
種
二
谷
。

　
　
中
稲
田
畝
。
地
勢
稽
低
。
土
性
頗
厚
。
四
月
下
種
。
五
月
栽
挿
。
七
月
尽
八
月

　
初
収
穫
。
加
糞
耕
転
。
随
種
小
麦
。
次
年
四
月
収
穫
。
接
挿
中
稲
。
此
中
稲
之
田
。

　
論
難
播
種
両
懸
。

　
　
又
有
晩
稲
田
畝
。
地
勢
最
低
。
名
臼
洞
田
。
土
性
高
樹
。
毎
年
止
口
栽
種
一
次
。

　
九
月
二
割
。
不
可
復
種
別
項
夷
。

　
　
至
早
中
稲
之
田
。
従
田
亦
曾
経
於
禾
酒
中
。
補
挿
中
晩
二
禾
。
不
惟
後
栽
者
不

　
長
連
。
早
挿
之
苗
亦
不
発
旺
。
是
以
再
無
入
種
　
。

⑬
　
こ
の
三
区
分
法
が
、
零
陵
だ
け
で
な
く
、
湖
南
の
多
く
の
地
方
に
お
い
て
か

　
な
り
一
般
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
次
に
引
用
す
る
骨
盤
の
上
奏
で
も
窺
わ
れ
る
。

　
『
宮
中
榴
雍
正
朝
奏
摺
』
第
三
輯
、
二
年
九
月
五
臼
、
常
理
湖
南
巡
目
印
務
布
政

　
主
翼
綱

　
　
臣
又
査
湖
南
地
方
。
早
中
晩
稲
不
岡
欝
欝
。
早
稲
係
坂
田
。
其
土
肥
気
暖
。
大

　
　
約
六
月
収
穫
。
中
稲
較
坂
田
微
低
。
気
候
積
遅
っ
下
縫
鰐
鮫
。
故
四
割
亦
遅
。

　
　
約
在
七
月
。
若
夫
晩
稲
。
乃
種
於
最
低
之
処
与
山
澗
之
中
。
水
冷
気
寒
。
収
割

　
　
常
在
八
月
。
辰
靖
一
帯
地
方
。
甚
至
有
九
月
始
縷
登
場
収
穫
者
。

　
ま
た
、
や
や
不
完
全
で
は
あ
る
が
、
先
に
見
た
巴
陵
湖
東
地
方
の
日
田
・
早
賑
・

　
瀧
田
も
、
零
陵
の
高
国
：
甲
田
・
低
田
に
対
応
し
て
い
る
。

⑭
零
邑
山
多
水
少
。
田
隈
半
居
高
阜
。
畏
尋
者
多
。
藤
江
臨
渓
之
処
。
錐
遇
水
潜
。

　
三
島
則
消
。
…
…
此
地
皆
有
池
塘
。
漢
転
籍
以
南
泄
。
皐
則
籍
以
車
碑
。
一
塘
之

　
水
。
可
蔭
首
畝
之
田
。
故
凡
有
塘
之
産
。
侍
以
無
漏
。

⑮
『
湖
南
省
例
成
案
』
戸
黒
田
宅
巻
五
「
地
方
利
弊
応
興
応
革
各
条
」
（
乾
隆

　
一
二
年
）

　
　
上
下
爾
岸
田
畝
。
農
民
設
立
筒
車
。
運
水
田
概
。
余
倶
設
有
塘
堰
溝
例
。
畢
湧

　
　
無
繊
。

⑯
同
治
『
醗
陵
県
営
』
巻
一
風
俗

　
　
壌
田
所
宜
惟
稲
。
難
論
熟
。
有
早
晩
魚
種
。
謡
講
之
田
地
気
欝
。
僅
一
熱
。
蒔

　
　
稲
早
不
過
立
夏
。
晩
不
識
芒
種
。
晩
欝
欝
種
。
爽
蒔
早
稲
縫
愚
者
。
日
亜
禾
。

　
　
下
調
早
稲
穫
後
者
。
日
翻
子
。

　
昆
国
『
噛
醗
一
篇
郷
↓
点
士
ゆ
』
第
六
轟
畢
　
農
m
山

　
　
稲
分
早
晩
両
熟
。
種
類
不
一
。
要
以
土
宜
而
施
。
其
晩
稲
來
植
早
稲
行
中
者
。

　
　
日
工
禾
。
亦
日
二
禾
。
於
早
稲
割
後
継
挿
者
。
臼
翻
子
。
亦
日
順
子
。

⑰
稲
種
に
つ
い
て
は
、
天
野
元
之
助
『
中
国
農
業
史
研
究
』
　
一
九
六
二
年
、
一

　
一
七
一
　
一
八
頁
、
な
ど
参
照
。

⑯
　
放
牛
に
つ
い
て
は
、
他
に
『
湖
南
省
例
成
案
』
戸
律
冊
宅
　
巻
七
判
県
有
余
劇

　
土
飾
民
即
吟
雑
糧
」
（
乾
隆
二
年
）
に
宝
慶
府
新
化
県
の
事
例
と
し
て

　
　
早
稲
登
場
心
後
。
其
田
中
尚
可
接
種
雑
糧
。
但
大
収
之
年
。
三
斜
早
稲
之
後
。

　
　
民
間
多
有
不
禁
牲
畜
。
以
致
田
中
播
種
者
亦
稀
。

　
と
あ
り
、
ま
た
、
同
右
書
、
戸
律
田
宅
　
巻
七
「
勧
課
農
桑
井
設
墾
田
之
法
」
（
乾

　
隆
三
年
）
に
梛
…
州
永
興
県
の
帯
磁
と
し
て

　
　
照
目
論
罷
職
。
禾
不
論
早
晩
。
収
穫
之
後
。
葱
菜
盈
畦
。
賢
立
牛
馬
。
不
為
収

　
　
管
。

　
と
あ
る
。
但
し
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
出
間
地
方
の
事
例
で
あ
る
。
河
谷
平
地
に

　
つ
い
て
言
え
ば
、
同
治
『
長
沙
県
士
心
』
巻
｝
六
　
風
土
　
農
竣
、
の
項
に

　
　
至
冬
至
後
。
測
走
使
牛
　
。

　
と
あ
り
、
長
沙
県
で
は
、
冬
至
以
降
の
放
牛
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
。

⑲
蕎
麦
な
ど
稲
以
外
の
作
物
が
部
分
的
に
し
か
栽
培
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に

　
つ
い
て
は
、
前
注
⑬
朱
綱
の
奏
摺
に
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稲
穀
之
外
。
間
有
余
地
園
土
之
家
。
薄
湿
種
植
蕎
炎
・
芝
麻
・
綿
花
・
苧
麻
。

　
　
毎
年
所
出
。
以
供
本
家
之
用
。

　
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。

⑳
　
前
引
「
厳
律
農
桑
丼
設
区
田
之
法
」
に

　
　
勤
者
冬
耕
。
惰
者
春
耕
。
一
二
盤
外
。
並
無
余
物
。

　
と
あ
り
、
ま
た
、
『
宮
中
磁
雍
正
朝
奏
摺
』
第
二
〇
輯
、
一
〇
年
九
月
七
日
、
湖

　
南
巡
撫
趙
弘
恩
の
奏
摺
に

　
　
湖
南
晩
稲
之
後
。
百
姓
瀬
不
冬
耕
。

　
と
あ
る
。

＠
　
劉
世
鋳
（
著
）
、
近
藤
康
男
・
藤
閏
泉
（
訳
）
『
中
悶
農
業
地
理
i
社
会
主
義

　
下
の
農
業
地
城
計
画
－
』
一
九
八
四
年
、
農
山
漁
村
文
化
協
会
、
六
四
頁
。
（
原

　
書
は
『
中
国
農
業
地
理
』
一
九
五
六
年
、
上
海
新
知
識
出
版
社
）

⑫
　
勤
濃
糞
田
。
多
方
以
上
之
。
人
畜
微
遺
・
搾
油
枯
餅
・
草
案
木
葉
。
以
佐
生
気
。

　
普
天
之
飯
同
也
。
土
性
帯
冷
漿
者
。
宜
骨
灰
蘇
秩
楓
。
石
灰
圧
苗
足
。
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二
　
湖
北
の
湿
田
稲
作
と
棉
業

　
湖
南
の
分
析
に
引
き
続
い
て
、
湖
北
の
農
業
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
先
に
あ
げ
た
朱
倫
潮
「
戯
留
漕
糧
以
充
積
貯
割
子
」
に
よ
れ
ば

　
　
湖
北
一
省
。
宜
昌
・
施
南
・
鄭
陽
。
多
処
万
山
之
中
。
羅
臼
来
春
由
武
漢
擢
甲
兵
米
。
徳
安
・
嚢
陽
・
安
陸
。
其
地
多
種
豆
麦
。
稲
田
最
少
。
武
昌
所
属
。

　
　
半
在
山
中
。
惟
漢
黄
両
郡
。
尚
属
産
米
。

と
あ
り
、
漢
陽
府
・
黄
州
府
を
中
心
と
し
て
、
武
昌
・
徳
安
・
嚢
陽
・
安
陸
な
ど
の
府
に
及
ぶ
湖
北
省
中
・
東
部
が
米
穀
生
産
地
で
あ
っ
た
こ

と
が
概
観
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
は
、
地
理
的
に
は
、
概
ね
長
江
や
漢
水
が
山
間
部
を
出
て
平
野
部
に
流
れ
込
ん
だ
所
に
作
る
氾
濫
原
に
位

置
し
て
お
り
、
低
湿
地
が
き
わ
め
て
多
い
。
湖
北
の
農
業
は
、
端
的
に
言
っ
て
低
湿
地
農
業
な
の
で
あ
る
。
以
下
、
代
表
的
な
低
湿
地
帯
に
属

す
る
地
方
志
の
記
載
を
手
掛
り
に
、
湖
北
の
低
湿
地
農
業
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
。

　
最
初
に
と
り
あ
げ
る
漢
意
府
漢
川
県
は
、
漢
水
の
下
流
に
位
置
し
、
典
型
的
な
低
地
で
あ
る
。
同
治
『
漢
儒
県
志
』
巻
九
　
官
憲
は
、
巨
川

県
に
お
け
る
田
土
の
状
況
を
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ま
り

　
　
馴
す
る
に
川
明
（
調
川
県
）
の
田
中
は
三
千
四
百
頃
有
奇
な
り
。
躍
る
に
上
田
は
僅
か
に
二
百
四
十
一
頃
の
み
。
中
田
は
四
百
四
十
頃
、
下
田
は
撃
ち
八
百

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
た
る
と
二
ろ
②

　
　
七
十
三
頃
、
水
郷
の
場
田
も
又
八
百
七
十
三
頃
、
沈
没
せ
る
荒
田
は
一
千
余
頃
に
至
る
。
憧
れ
昭
在
在
皆
水
郷
な
り
。



心配湖広の水稲作と棉業（山本）

上
田
．
中
田
・
器
皿
は
、
土
地
生
産
力
を
一
応
反
映
し
て
い
る
科
則
に
よ
る
ラ
ン
キ
ン
グ
で
、
こ
れ
ら
は
灌
概
・
排
水
の
可
能
な
乾
田
と
み
な

し
て
よ
か
ろ
う
。
水
郷
の
塚
田
は
、
水
利
施
設
の
整
備
さ
れ
て
い
な
い
湿
田
と
考
え
ら
れ
る
。
沈
没
せ
る
荒
田
と
は
、
一
年
中
あ
る
い
は
一
年

の
う
ち
一
定
期
間
冠
水
す
る
き
わ
め
て
低
い
土
地
で
、
後
述
す
る
よ
う
に
元
耕
地
で
あ
っ
た
も
の
が
喫
水
の
流
路
変
化
で
川
床
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
実
質
的
に
は
耕
地
と
は
言
え
な
い
。

　
こ
の
史
料
か
ら
、
中
川
県
の
耕
地
利
用
状
況
を
百
分
比
で
表
わ
す
と
、
お
お
よ
そ
乾
田
六
四
％
（
う
ち
上
圃
一
〇
％
、
中
田
一
八
％
、
下
田
三
六

％
）
、
湿
田
三
六
％
と
な
る
。
全
耕
地
の
約
三
分
の
一
以
上
が
湿
田
な
の
で
あ
る
。
　
こ
れ
ら
の
周
囲
に
は
、
耕
地
の
約
七
割
に
相
当
す
る
広
大

な
水
没
田
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
数
値
を
見
る
限
り
、
漢
川
県
の
水
利
事
情
は
、
稲
作
に
適
し
た
状
況
に
あ
っ
た
と
は
必
ず
し
も
言

、
筐
、
o

し
藁
バ
し

　
次
に
、
武
呂
府
武
昌
県
の
状
況
を
観
察
し
よ
う
。
光
緒
『
武
昌
県
志
』
重
三
　
風
俗
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
県
境
の
隷
す
る
所
、
水
は
其
の
七
に
居
る
。
山
は
二
。
土
田
は
一
の
み
。
霊
渓
・
馬
蹟
郷
山
多
し
。
生
歯
繁
く
、
以
て
食
を
供
す
る
に
足
ら
ざ
れ
ば
、
乃

　
　
ち
墾
き
て
地
と
為
す
。
螺
旋
し
て
上
り
、
高
下
相
承
し
、
少
隙
も
無
し
。
蕃
薯
・
柿
・
豆
の
類
を
播
種
す
。
土
止
浮
薄
に
て
、
稽
も
旱
と
な
れ
ぼ
則
ち
槁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
さ

　
　
れ
、
駿
雨
と
な
れ
ば
則
ち
細
土
倶
に
下
り
、
渓
澗
日
に
灘
が
る
。
春
夏
窪
雨
と
な
れ
ば
、
乃
ち
水
患
有
り
。
両
山
の
間
に
平
地
有
り
。
融
き
て
田
と
為
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
　
和
寒
た
く
土
深
く
、
禾
稼
茂
ら
ず
。
畷
野
有
り
。
大
な
る
者
は
十
数
里
。
沃
壌
と
称
さ
る
。
春
草
生
え
し
時
、
刈
り
て
以
て
其
の
田
を
肥
す
。
山
石
を
濤
き

　
　
　
　
　
は
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

　
　
て
炭
を
爽
み
、
三
日
前
く
。
石
灰
と
名
づ
く
。
滲
り
て
以
て
草
を
殺
す
。
雨
水
時
に
応
ず
れ
ば
、
畝
ご
と
に
一
一
三
石
を
得
可
し
。
…
…
余
毒
は
水
多
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
　
地
広
け
れ
ど
治
め
ず
。
春
は
麦
を
刈
り
、
秋
は
稲
を
穫
る
こ
と
、
常
に
山
郷
よ
り
先
ん
ず
。
洪
水
泥
釈
す
れ
ぱ
、
則
ち
田
慶
は
蕩
然
た
り
。

武
昌
県
は
、
湖
沼
や
湿
地
が
全
県
の
七
割
に
も
達
す
る
低
湿
地
で
、
耕
地
は
、
概
ね
山
地
・
山
間
の
平
地
・
そ
の
他
の
三
つ
に
区
別
さ
れ
て
い

る
。
以
下
、
順
を
追
っ
て
そ
れ
ら
の
特
徴
を
見
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
つ
ま
い
も

　
山
地
は
、
高
所
ま
で
開
墾
さ
れ
て
畑
と
な
っ
て
い
る
が
、
「
蕃
薯
・
杭
（
麻
）
・
豆
の
類
を
播
種
偏
で
き
る
だ
け
で
、
穀
物
は
生
産
で
き
な
い
。

地
味
は
瘡
せ
て
お
り
、
「
梢
も
畢
と
な
れ
ぼ
則
ち
槁
れ
」
る
よ
う
に
、
水
利
も
悪
か
っ
た
。
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こ
く
も
つ

　
山
間
の
平
地
は
、
田
が
墾
け
て
い
る
が
、
水
が
冷
た
く
、
禾
稼
は
茂
ら
な
い
。
肥
沃
な
豊
野
が
あ
り
、
春
草
を
刈
っ
て
縁
肥
と
し
て
利
用
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

て
い
る
。
ま
た
、
湖
南
と
同
じ
よ
う
に
、
石
灰
も
投
下
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
田
地
は
、
湿
田
で
は
な
い
が
、
主
穀
生
産
に
は
適
さ
な
か
っ
た
。

た
だ
、
ひ
と
た
び
「
雨
水
時
に
応
ず
れ
ば
、
事
ご
と
に
二
三
石
を
得
」
る
ほ
ど
の
豊
作
と
な
っ
た
。

　
そ
の
他
の
地
域
、
す
な
わ
ち
「
余
郷
」
は
、
「
水
多
く
、
地
広
け
れ
れ
ど
治
め
ず
」
と
あ
り
、
耕
地
利
用
が
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
低
湿
地

で
あ
る
。
「
春
は
麦
を
刈
り
、
秋
は
稲
を
穫
る
」
米
麦
二
毛
作
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
「
洪
水
泥
濫
す
れ
ば
、
則
ち
田
鷹
は
蕩
然
た
り
」
と
あ
る

よ
う
に
、
常
に
水
没
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
。

　
三
地
域
を
比
較
す
る
と
、
山
地
の
農
業
生
産
力
の
低
位
性
が
目
立
っ
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
山
間
の
平
地
と
「
余
郷
」
と
の
関
係
で
あ

る
。
こ
れ
ら
は
各
々
、
湖
南
の
河
谷
平
地
と
湖
沼
地
帯
と
に
整
合
的
に
対
応
し
て
い
る
。
た
だ
、
武
昌
県
で
も
湖
南
と
同
様
に
河
谷
平
地
が
湖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

沼
地
帯
よ
り
も
高
い
生
産
力
を
有
し
て
い
た
の
か
、
こ
の
史
料
だ
け
で
は
何
と
も
言
え
な
い
。
こ
こ
で
は
、
と
り
あ
え
ず
両
地
域
と
も
長
江
下

流
域
と
比
較
す
れ
ば
相
対
的
に
粗
放
で
不
安
定
な
農
業
し
か
行
い
得
な
か
っ
た
こ
と
だ
け
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　
湖
北
米
作
地
帯
は
、
湖
南
米
作
地
帯
と
違
っ
て
、
平
野
部
の
低
湿
地
が
多
い
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
、
湖
北
の
低
地
で
は
ど
の
よ
う
な
農

業
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
安
陸
府
鍾
祥
県
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
民
国
『
鍾
無
縫
志
』
巻
三
　
陛
防
に
、
次
の
よ
う
な
記
載

が
あ
る
。

　
　
論
に
曰
わ
く
。
天
下
の
事
百
害
有
り
て
一
利
無
き
者
、
漢
陵
の
吾
が
県
に
在
る
が
如
き
が
零
れ
な
り
。
考
う
る
に
、
吾
が
県
に
未
だ
陛
防
の
有
ら
ざ
り
し

　
　
以
前
、
上
は
豊
楽
河
に
至
る
ま
で
、
下
は
臼
〔
旧
〕
口
に
至
る
ま
で
の
二
百
余
里
、
東
西
両
岸
に
は
脅
膜
の
田
子
十
万
畝
を
下
ら
ざ
り
き
。
一
た
び
提
を
築

　
　
い
て
自
り
後
、
歳
ご
と
に
言
言
に
遭
う
。
是
を
以
て
隣
国
整
と
為
す
な
り
。
然
れ
ど
も
此
猶
陛
外
に
就
き
て
こ
れ
を
言
う
な
り
。
陛
内
に
至
り
て
は
、
一

　
　
た
び
潰
決
に
遇
わ
ぱ
、
衝
を
耀
く
る
の
処
は
即
ち
深
潭
と
成
り
、
水
到
る
の
地
は
多
く
沙
漏
を
被
る
。
是
を
以
て
着
姿
の
照
も
諸
を
河
泊
に
付
す
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
お

　
　
其
れ
を
し
て
隆
無
か
ら
し
む
れ
ば
、
青
い
水
脹
に
遇
う
と
も
、
薫
れ
ど
も
地
上
品
に
居
れ
ば
、
流
没
す
る
こ
と
数
日
に
過
ぎ
ず
。
水
退
け
ば
彷
秋
糧
を
補

　
　
正
す
可
し
。
害
を
著
く
る
も
是
の
如
き
の
甚
し
き
に
は
至
ら
ざ
る
な
り
。
況
ん
や
漫
濫
の
後
、
低
窪
の
処
、
尚
其
の
瀞
の
高
き
を
望
む
可
く
、
痔
土
変
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
　
り
て
沃
壌
と
為
る
を
や
。
…
…
と
。
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⑦

　
鍾
祥
県
は
、
漢
水
の
中
流
域
に
位
置
し
、
食
代
に
は
導
水
に
堤
防
が
築
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
堤
防
は
、
中
水
の
流
れ
を
完
全
に
制

禦
す
る
に
は
貧
弱
す
ぎ
た
。
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
鍾
平
癒
に
と
っ
て
は
、
潜
水
の
堤
防
は
、
無
益
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
有
害
で
さ
え
あ

る
と
い
う
認
識
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
こ
こ
で
は
、
決
潰
し
た
時
に
肥
沃
な
土
壌
が
流
出
す
る
こ
と
、
お
よ
び
堤
防
に
よ
っ
て
川
か
ら

の
有
機
質
の
供
給
が
途
絶
す
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
堤
防
に
よ
っ
て
墨
水
の
流
速
を
速
め
、
増
水
期
に
鉄
砲
水
を
起
こ
し
、

土
壌
流
出
を
招
く
よ
り
も
、
堤
防
を
除
去
し
、
増
水
期
に
は
ゆ
る
や
か
な
冠
水
を
起
こ
さ
せ
る
方
が
、
土
壌
の
流
出
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
だ

け
で
な
く
、
上
流
か
ら
の
濃
泥
の
供
給
さ
え
期
待
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
冠
水
後
も
、
晩
稲
を
補
種
す
る
こ
と
が
で
き
、
収
穫
に
大
き
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

打
撃
を
与
え
る
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
鍾
早
早
で
は
、
少
な
く
と
も
堤
防
整
備
以
前
は
、
定
期
的
な
冠
水
に
よ
っ
て
地
力
維
持

を
行
う
粗
放
な
無
施
肥
農
法
が
行
わ
れ
て
い
た
し
、
堤
防
整
備
以
降
も
そ
れ
に
戻
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
漢
水
な
ど
の

大
河
治
水
の
困
難
さ
が
、
湖
北
水
稲
作
の
最
大
の
隆
路
で
あ
っ
た
。

　
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
無
堤
防
の
湿
田
に
冠
水
の
後
補
種
さ
れ
て
い
た
の
が
、
「
輩
穀
」
と
呼
ば
れ
る
生
育
期
間
の
短
か
い
晩
生
稲
で
あ
っ

た
。
李
彦
章
『
江
南
催
耕
課
稲
編
』
に
は
、
次
の
一
文
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
コ
ク

　
　
湖
北
徳
安
府
志
に
云
わ
く
。
稲
に
粘
る
者
有
り
。
粘
り
の
類
に
三
有
り
。
早
稲
と
覆
い
、
遅
稲
と
掃
い
、
晩
稲
と
田
う
。
…
…
養
穀
は
、
其
の
種
法
必
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
と
ま

　
　
し
も
浸
種
翌
秋
せ
ず
。
但
だ
田
を
耕
し
て
子
を
下
す
の
み
。
五
言
十
日
に
て
実
る
算
し
。
忍
人
の
水
害
を
被
る
者
、
水
退
け
ば
他
穀
を
逗
あ
ら
ず
、
故
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
⑨

　
　
多
く
此
を
布
す
。
然
れ
ど
も
亦
田
を
須
む
。
山
原
は
多
く
は
藝
え
ず
。

な
お
、
康
熈
『
徳
安
府
全
志
』
巻
八
　
物
産
、
に
同
じ
文
章
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
言
う
湖
北
徳
安
暴
虐
と
は
康
煕
志
の
こ
と
で
あ
ろ

　
　
　
　
　
　
⑩

う
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
史
料
に
拠
れ
ば
、
蓋
穀
と
は
成
育
期
間
が
五
〇
～
六
〇
日
程
度
と
た
い
へ
ん
短
か
く
、
浸
種
・
分
秩
を
必
要
と
し
な
い
直
播
き
可
能
な

稲
で
、
水
害
後
に
字
種
さ
れ
て
い
た
。
水
害
を
被
り
易
い
低
湿
田
に
植
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中
干
し
は
行
い
得
ず
、
肥
料
は
専
ら
水
が

運
ん
で
き
た
涙
泥
に
依
存
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
生
育
期
間
が
短
か
い
こ
と
か
ら
、
中
耕
・
除
草
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な
か
っ
た
も
の
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と
思
わ
れ
る
。
蓋
殻
と
は
、
こ
の
よ
う
な
低
湿
地
の
き
わ
め
て
粗
放
な
農
法
に
適
合
的
な
稲
で
あ
っ
た
。

　
漢
陽
県
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
光
緒
『
漢
陽
県
識
』
巻
一
　
土
物
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
く
さ
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
　
其
の
蓮
池
異
な
る
者
を
紀
せ
ば
、
其
れ
稲
は
則
ち
急
撃
な
れ
ば
芒
に
宜
し
。
初
夏
に
播
種
し
、
縫
え
ず
転
ら
ず
、
□
［
］
日
熟
に
至
る
。
他
稲
と
等
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ぎ

と
あ
る
。
や
や
不
明
確
な
文
章
で
あ
る
が
、
破
沢
す
な
わ
ち
沼
地
で
あ
れ
ば
「
芒
」
す
な
わ
ち
芒
の
あ
る
野
生
稲
に
近
い
品
種
の
稲
を
植
え
る

の
が
よ
い
と
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
先
ほ
ど
の
囲
穀
に
類
似
し
た
稲
な
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
稲
も
、
田
植
え
や
除
草
を
必
要
と
し
な
い
、
低
湿
地

向
け
の
品
種
で
あ
る
。

　
ま
た
、
漢
川
県
に
つ
い
て
は
、
同
治
『
漢
川
県
志
』
巻
六
　
物
産
に

　
　
穀
の
属
、
…
…
八
九
月
に
熟
す
者
は
、
青
粘
と
高
い
、
油
紅
粘
と
誓
う
。
味
最
も
香
美
な
り
。
湖
田
こ
れ
に
宜
し
。
水
深
尺
余
な
り
と
難
も
、
皆
栽
種
穫

　
　
　
　
　
⑫

　
　
収
す
可
し
。

と
あ
り
、
こ
こ
で
は
一
尺
（
約
三
〇
セ
ン
チ
）
あ
ま
り
湛
水
し
た
「
湖
田
」
と
呼
ば
れ
る
低
湿
田
に
、
青
空
お
よ
び
油
紅
粘
な
る
稲
が
植
え
ら
れ

て
い
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
湖
北
省
の
産
米
地
は
、
省
中
・
東
部
の
平
野
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
地
方
は
典
型
的
な
湖
沼
地
帯
で
あ

り
、
耕
地
に
占
め
る
湿
田
の
比
率
は
相
当
高
か
っ
た
。
堤
防
な
ど
の
水
利
施
設
は
十
分
機
能
し
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
却
っ
て
増
水
期
に
は
鉄

砲
水
に
よ
る
土
壌
流
出
を
招
来
し
て
い
た
。
低
湿
地
で
は
、
耕
起
や
中
耕
・
除
草
を
行
わ
な
い
粗
放
な
無
施
肥
農
法
が
支
配
的
で
あ
り
、
川
か

ら
の
有
機
質
に
依
存
し
て
地
方
維
持
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、
湛
水
に
比
較
的
強
い
稲
が
栽
培
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
は
、
野
生
稲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

に
近
い
品
種
で
あ
っ
た
。
低
湿
地
の
土
地
生
産
力
は
、
高
地
に
比
べ
低
く
ま
た
不
安
定
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
は
、
農
民
は
安
定
し
た
経
営
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
湖
北
で
は
、
山
地
・
高
地
の
田
と
低
湿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

田
の
両
方
を
耕
作
す
る
と
い
う
方
法
も
行
わ
れ
て
い
た
。
湖
北
中
・
東
部
で
は
、
山
地
と
低
地
が
互
い
に
近
接
し
て
お
り
、
高
地
の
田
で
も
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

る
程
度
の
灌
概
が
施
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
単
一
の
経
営
に
よ
る
高
田
・
低
田
両
方
の
耕
作
も
可
能
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
倶
し
、
こ
の
よ
う
な
方
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法
で
は
、
岩
心
・
水
害
ど
ち
ら
か
を
回
避
す
る
こ
と
は
で
き
た
と
し
て
も
、
積
極
的
な
生
産
力
上
昇
は
望
め
な
か
っ
た
と
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
湖
南
の
よ
う
に
河
谷
平
地
の
広
が
り
も
無
く
、
長
江
下
流
の
よ
う
に
水
利
の
整
備
に
よ
る
低
湿
地
の
乾
田
化
も
進
ん
で
い
な
か
っ
た
。

総
じ
て
、
湖
北
の
水
稲
作
は
、
江
漸
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
湖
南
と
比
較
し
て
も
厳
し
い
自
然
条
件
の
下
に
置
か
れ
て
い
た
。

　
低
湿
地
を
中
心
に
展
開
し
て
い
た
湖
北
の
水
稲
作
を
補
っ
た
の
が
、
高
地
の
無
業
で
あ
る
。
湖
北
は
、
湖
南
と
違
っ
て
酸
性
土
壌
の
制
約
が

殆
ん
ど
無
く
、
棉
作
に
適
し
て
い
た
。
同
治
『
広
済
県
志
』
巻
一
　
物
産
、
に
は

　
　
稲
に
は
早
稲
・
中
稲
・
遅
稲
有
り
。
上
郷
は
高
田
な
れ
ば
一
熟
す
。
湖
郷
は
一
歳
両
州
な
る
者
有
り
。
…
…
広
済
の
上
郷
は
、
老
布
を
紡
績
す
。
こ
れ
を

　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
　
家
機
布
と
謂
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

と
あ
り
、
上
郷
の
高
田
で
棉
紡
織
業
が
営
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
清
浄
の
各
府
州
県
志
に
記
さ
れ
た
霜
曇
に
関
す
る
史
料
を
要
領
良
く
整
理
し

た
民
国
『
湖
北
通
志
』
巻
二
四
　
物
産
　
棉
布
、
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
亦
惟
武
漢
黄
徳
鋼
州
県
郡
の
出
す
所
、
最
も
盛
ん
為
り
。
江
夏
の
燈
燭
・
金
口
、
武
昌
の
萬
店
、
大
冶
の
永
豊
・
四
会
・
宣
化
三
郷
、
漢
陽
の
南
郷
、
黄

　
　
岡
の
西
郷
、
天
門
の
雷
口
、
監
利
の
車
湾
、
枝
江
の
江
口
・
董
市
の
如
き
は
、
皆
素
よ
り
布
を
産
す
る
こ
と
著
し
き
を
以
て
称
せ
ら
る
。
其
の
他
、
孝
感

　
　
よ
り
出
す
者
は
、
通
じ
て
こ
れ
を
地
墨
布
と
調
い
、
徳
安
各
属
よ
り
繊
す
者
は
、
通
じ
て
こ
れ
を
府
下
と
謂
い
、
荊
州
よ
り
出
す
者
は
、
通
じ
て
こ
れ
を

　
　
荊
布
と
謂
う
。
其
の
名
に
拍
布
・
線
布
・
椿
布
・
辺
布
・
大
布
・
小
布
・
稜
布
・
条
布
の
諸
種
有
り
。
其
の
筈
貨
に
山
荘
・
水
荘
・
京
荘
・
門
荘
の
異
有

　
　
り
。
其
の
精
な
る
者
は
皆
、
遠
く
漢
贈
秦
曝
首
豫
の
諸
省
に
行
く
。
府
布
の
佳
な
る
者
は
、
東
南
景
観
の
民
も
亦
こ
れ
を
帯
す
。
蓋
し
全
省
の
利
源
の
在

　
　
　
　
　
　
　
　
お
2
・
　
　
　
　
⑱

　
　
る
所
、
此
最
も
鈍
し
と
為
す
。

こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
次
の
二
点
で
あ
る
。
第
一
に
、
湖
北
省
の
主
要
棉
布
産
地
は
、
武
昌
府
・
漢
陽
府
・
黄
州
府
・
徳
安
府
・
荊
州
府
の

五
府
で
あ
り
、
そ
の
中
で
も
特
産
地
と
し
て
江
夏
（
九
峰
・
金
口
）
・
武
呂
（
葛
店
）
・
大
冶
（
永
豊
・
四
会
・
宣
化
）
・
漢
陽
（
南
郷
）
・
黄
岡
（
西
郷
）

．
天
門
（
掛
口
）
・
監
利
（
車
湾
）
・
枝
江
（
江
ロ
・
董
粛
）
が
著
名
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
棉
布
の
産
地
は
、
米
殻
の
産
地
と
同
様
省
中
・

東
部
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
第
二
に
、
棉
布
の
一
部
は
孝
感
布
（
孝
感
県
）
・
府
布
（
徳
安
府
）
・
荊
布
（
荊
州
府
）
な
ど
と
呼
ば
れ
、

良
質
の
も
の
は
雲
南
・
貴
州
・
陳
西
・
四
川
・
山
西
・
河
南
あ
る
い
は
江
蘇
・
安
徴
へ
も
移
出
さ
れ
て
い
た
。
湖
北
厚
歯
の
市
場
は
、
主
と
し
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て
内
睦
の
三
省
に
あ
っ
た
。

　
湖
北
棉
布
の
生
産
お
よ
び
流
通
の
状
況
を
、
各
回
州
県
地
方
志
な
ど
に

よ
っ
て
更
に
詳
し
く
観
察
し
て
み
よ
う
。
地
方
志
な
ど
で
、
湖
北
棉
業
の

状
況
を
具
体
的
に
記
述
し
た
史
料
は
、
管
見
の
限
り
次
の
旧
例
で
あ
る
。

こ
れ
を
地
図
上
に
置
い
た
も
の
が
、
第
2
図
で
あ
る
。

〔
武
呂
府
〕

（
1
）
光
緒
『
気
圏
県
志
』
巻
三
　
物
産

　
　
布
の
属
。
綿
布
有
り
。
葛
店
よ
り
出
す
者
佳
し
。

（
2
）
屈
大
気
『
広
東
新
語
』
巻
一
五
　
貨
語
　
葛
布

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
冬
布
呉
楚
納
り
至
る
も
の
多
し
。
松
江
の
稜
布
、
威
寧
の
大
布
あ
り
。
佑
人

　
　
絡
繹
と
し
て
来
る
。
綿
花
と
と
も
に
皆
正
貨
為
り
。
磨
地
種
う
る
所
の
吉
貝

　
　
は
、
以
て
十
郡
の
用
に
供
す
る
に
足
ら
ざ
る
な
り
。

（
3
）
同
治
『
大
冶
県
志
』
巻
二
　
物
産

　
　
棉
布
は
永
豊
・
四
会
・
宣
化
三
郷
よ
り
出
す
。

〔
漢
陽
府
〕

（
4
）
乾
隆
『
漢
陽
府
志
』
巻
二
八
　
物
産
漢
陽
県

　
　
小
布
。
貧
家
の
婦
女
は
、
日
夜
の
力
を
窮
め
、
機
声
軋
軋
た
り
。
人
ご
と
に

　
　
一
疋
を
得
可
し
。
長
さ
一
丈
四
五
尺
な
り
。
四
方
よ
り
来
貿
す
る
者
、
軌
ち

　
　
盈
千
累
甚
し
、
掘
載
し
て
以
て
芸
く
。

第2図
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（
5
）
乾
隆
一
『
漢
…
陽
県
士
心
』
巻
山
ハ
　
城
…
池

　
　
永
安
保
集
。
…
…
布
を
抱
ぎ
て
貿
う
老
、
道
に
絶
え
ず
。

　
　
索
前
集
。
…
…
夏
秋
水
張
す
れ
ば
、
貿
遷
す
る
者
甚
だ
輻
嘉
す
。
平
時
は
則
ち
白
布
を
収
貸
し
、
漢
鎮
へ
転
罰
す
る
。
小
量
夜
疋
を
成
し
、
朝
威
来
り
て

　
　
焉
を
貿
う
。

（
6
）
同
書
、
巻
九
　
風
俗

　
　
郷
農
の
家
、
紡
織
に
勤
む
。
夜
毎
に
機
に
登
り
、
而
し
て
昼
匹
を
成
す
。

（
7
）
同
書
、
巻
一
〇
　
物
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
す

　
　
拍
布
。
南
郷
の
家
家
、
春
作
の
外
、
此
を
以
て
生
を
資
く
。
婦
女
老
幼
、
機
声
軋
軋
た
り
。
人
日
ご
と
に
一
疋
を
得
焦
し
。
長
さ
一
癖
五
六
尺
な
り
。
郷

　
　
の
什
一
を
逐
う
者
、
千
を
顧
た
し
万
を
累
ね
、
買
い
て
留
口
に
至
り
、
懸
造
を
加
え
、
以
て
秦
晋
漢
贈
遠
賢
の
資
に
応
ず
。

（
8
）
同
治
『
続
輯
漢
陽
県
志
』
巻
九
　
物
産

　
　
其
れ
布
は
則
ち
如
布
と
日
う
。
南
郷
此
を
霞
む
こ
と
尤
も
勤
な
り
。
婦
女
老
幼
、
春
作
写
り
外
、
昼
は
則
ち
機
を
鳴
ら
し
、
夜
は
則
ち
簿
止
し
て
紡
績
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

　
　
徹
夕
休
ま
ず
、
比
巷
相
聞
こ
ゆ
。
人
日
ご
と
に
布
一
疋
を
得
。
遠
き
は
秦
晋
漢
購
の
唐
人
、
争
い
て
焉
を
市
う
。

（
9
）
光
緒
『
漢
陽
県
識
』
巻
一
　
郷
鎮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

　
　
郷
民
家
ご
と
に
紡
績
に
勤
む
。
布
を
貿
り
て
棉
を
販
い
、
黎
明
櫨
に
診
く
。

（
！
0
）
同
治
『
漢
川
県
志
』
巻
六
　
風
俗

　
　
南
岸
に
至
り
て
は
、
則
ち
紡
績
に
勤
む
。
皆
三
夜
こ
れ
を
為
す
。
十
室
に
し
て
九
国
な
り
。

（
1
1
ば
同
璽
日
、
巻
六
　
　
物
産
一

　
　
百
穀
の
余
、
棉
を
産
す
こ
と
恒
に
広
し
。
富
商
大
壷
の
金
銭
を
携
え
販
濡
す
る
者
、
踵
相
接
す
る
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
じ

　
　
布
。
大
急
有
り
、
小
布
有
り
。
近
き
は
褻
焚
・
楚
南
、
遠
き
は
秦
晋
漫
賠
よ
り
、
威
来
り
て
争
い
て
焉
を
市
う
。
農
事
甫
め
て
畢
る
に
当
り
、
男
婦
老
幼
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
か

　
　
共
に
相
操
作
す
。
或
い
は
韓
齢
し
て
紡
績
し
、
日
夕
休
ま
ず
。
或
い
は
機
声
軋
軋
と
し
て
、
比
屋
相
聞
こ
ゆ
。
故
に
此
を
業
と
す
る
者
は
恒
に
労
る
。
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（
1
2
）
光
緒
『
孝
感
県
志
』
巻
五
　
土
物

　
　
棉
布
。
長
さ
三
十
三
尺
・
寛
さ
一
尺
五
寸
な
る
者
有
り
。
大
布
と
為
す
。
細
薄
な
る
こ
と
綱
の
如
し
。
三
十
尺
以
下
、
下
宿
布
と
日
う
。
西
質
の
罷
む
る

　
　
所
な
り
。
呼
び
て
孝
感
布
と
為
す
に
至
り
て
は
、
長
さ
二
十
尺
以
内
・
寛
さ
一
尺
な
る
者
な
り
。
皆
辺
布
と
日
う
。
郷
人
の
用
う
る
所
な
り
。
数
年
穀
賎

　
　
く
農
傷
つ
き
、
又
凶
旱
に
値
り
、
畏
皆
此
を
侍
み
て
生
を
為
す
。

〔
黄
州
府
〕

（
1
3
）
乾
隆
『
蒔
水
県
志
』
巻
二
　
風
俗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
く

　
　
入
夏
地
の
爽
頑
な
る
者
に
於
い
て
、
多
く
棉
花
を
喪
う
。
七
月
既
望
以
後
、
詰
り
て
こ
れ
を
拾
い
、
紡
ぎ
て
こ
れ
を
織
り
、
以
て
布
を
為
る
。
機
樽
の
声

　
　
相
聞
こ
ゆ
。
抑
且
つ
こ
れ
を
貿
り
、
以
て
正
供
を
輸
す
。
此
貧
家
の
婦
工
の
常
業
な
り
。

（
1
4
）
光
緒
『
羅
田
県
志
』
巻
一
　
風
俗

　
　
入
夏
地
の
充
爽
な
る
者
に
於
い
て
、
多
く
棉
花
を
種
う
。
七
月
望
後
こ
れ
を
収
め
、
線
に
紡
ぎ
布
を
為
る
。
機
移
の
声
相
聞
こ
ゆ
。

（
1
5
）
同
治
『
広
済
県
志
』
巻
一
　
物
産

　
　
広
済
上
郷
は
、
老
布
を
紡
績
す
。
こ
れ
を
家
機
布
と
謂
う
。
密
厚
句
細
な
り
。
遠
郷
争
い
て
購
う
。

〔
安
陸
府
〕

（
1
6
）
道
光
『
天
門
県
志
』
巻
九
　
風
俗

　
　
農
を
為
す
者
、
家
ご
と
に
必
ず
織
を
兼
ぬ
。
広
く
棉
花
を
種
え
、
農
隙
婦
子
を
率
い
、
昼
夜
紡
績
す
。
十
室
に
し
て
九
な
り
。

〔
徳
安
府
〕

（
1
7
）
康
煕
『
徳
安
府
全
志
』
巻
八
　
物
産

　
　
棉
布
。
長
さ
三
十
三
尺
・
寛
さ
一
尺
五
寸
な
る
者
有
り
。
火
布
と
為
す
。
細
薄
な
る
こ
と
紬
の
如
し
。
三
十
尺
以
下
、
皆
椿
布
と
日
う
。
西
質
の
収
む
る

　
　
所
な
り
。
呼
び
て
辺
布
と
為
す
に
至
り
て
は
、
長
さ
二
十
尺
以
内
・
寛
さ
一
尺
な
る
者
佳
為
り
。
民
此
を
特
み
て
生
を
為
す
。

（
1
8
）
光
緒
『
徳
安
府
志
』
巻
三
　
物
産
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清代湖広の水稲作と棉業（山本）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ま

　
　
棉
花
。
…
…
紡
織
し
て
布
と
為
す
。
大
濠
は
粗
け
れ
ど
介
し
。
条
布
は
細
か
な
れ
ど
介
し
。
山
荘
・
水
荘
等
の
名
に
分
か
る
。
其
の
染
色
し
た
る
は
稜
布

　
　
と
日
う
。
…
…
今
各
属
は
紡
織
に
依
り
て
生
を
為
す
。
西
倉
布
を
買
う
毎
に
、
成
典
し
て
西
北
に
行
く
。
万
里
而
遙
な
り
。
稜
布
は
王
城
に
固
ま
り
、
東

　
　
南
諸
省
に
行
く
。

（
1
9
）
道
光
『
雲
夢
県
志
』
巻
一
　
風
俗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

　
　
城
内
は
寛
延
に
て
、
屋
宇
多
く
は
山
西
の
布
商
に
賃
し
寓
と
作
さ
し
む
。
こ
れ
を
故
老
に
聞
く
に
曰
わ
く
。
凡
そ
西
客
の
楚
に
来
り
て
布
を
販
う
に
、
必

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
っ
す
ぐ

　
　
ず
雲
城
に
て
掴
修
す
る
を
経
れ
ば
、
出
軍
暦
遠
な
る
も
、
布
変
色
せ
ず
。
若
し
雲
城
に
て
改
掴
す
る
に
由
ら
ず
、
　
一
に
河
南
に
至
り
て
黄
河
を
渡
ら
ぼ
、

　
　
布
多
く
は
徽
籍
す
。
故
に
西
客
の
雲
に
於
い
て
立
店
す
る
こ
と
、
十
数
処
な
り
と
号
せ
ら
る
…
…
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
　
　
　
　
　
た
だ

　
　
業
は
次
に
耕
織
を
重
ん
ず
。
土
濡
せ
民
労
る
。
甫
め
て
黎
鋤
を
釈
け
ば
、
即
ち
に
機
仔
に
勤
む
。
男
望
老
幼
皆
塗
り
。

（
2
0
）
雍
正
『
応
城
県
志
』
巻
二
　
風
俗

　
　
異
志
。
邑
の
西
北
は
山
多
く
、
東
南
は
湖
多
し
。
山
は
泉
を
出
せ
ど
、
旱
な
れ
ば
則
ち
叢
れ
、
以
て
耕
摯
し
難
し
。
湖
は
水
を
受
く
れ
ど
、
潴
な
れ
ば
則

　
　
　
あ
ふ

　
　
ち
溢
れ
、
汎
濫
し
て
禾
を
傷
つ
く
。
故
に
豊
少
な
く
鰍
多
し
。
兼
ね
て
地
に
佳
産
の
以
て
商
販
す
る
に
足
る
無
き
を
以
て
、
多
く
は
女
工
の
織
柾
に
待
み
、

　
　
八
口
に
資
給
す
。

（
2
1
）
同
治
『
随
州
志
』
巻
＝
二
　
物
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
く

　
　
布
の
属
。
棉
布
と
整
う
。
随
三
戸
ご
と
に
木
棉
を
種
え
、
人
布
を
為
る
を
習
い
、
半
熟
後
隣
集
に
解
る
。
随
民
多
く
は
此
を
侍
み
て
生
計
を
為
す
。

（
2
2
）
同
治
『
応
山
県
志
』
巻
八
　
土
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

　
　
惟
棉
花
の
み
民
利
為
り
。
家
ご
と
に
紡
織
に
選
り
以
て
善
く
。
毎
年
布
を
出
す
こ
と
、
多
き
は
四
五
十
万
疋
、
少
な
き
も
亦
一
一
一
二
十
万
疋
な
り
。
其
の
花

　
　
異
地
よ
り
買
う
者
は
十
の
七
、
本
地
よ
り
出
す
者
は
十
の
三
な
り
。

〔
荊
州
府
〕

（
2
3
）
光
緒
『
荊
州
府
志
』
巻
六
　
物
産
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か

　
　
綿
布
。
江
陵
に
京
荘
・
門
荘
の
別
有
り
。
監
利
の
華
湾
の
者
は
佳
し
。
蜀
客
の
布
を
貰
う
者
踵
を
接
す
。

（
2
4
）
乾
隆
『
江
陵
県
志
』
巻
二
二
　
物
産

　
　
棉
布
。
郷
民
の
農
隙
に
織
を
以
て
業
と
為
す
者
、
十
に
八
九
居
る
。
其
の
布
に
京
荘
・
門
荘
の
別
有
り
。
故
に
蜀
魂
の
布
を
沙
津
よ
り
費
い
抱
車
す
る
者
、

　
　
群
が
り
相
踵
接
す
。

（
2
5
）
同
治
『
監
利
県
志
』
巻
八
　
風
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
　
　
ひ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の

　
　
監
利
は
江
に
更
し
湖
を
介
す
。
土
謡
え
脈
発
か
れ
、
頗
る
堅
魚
と
号
せ
ら
る
。
産
す
る
所
の
吉
凶
細
布
、
西
は
蜀
黙
に
画
き
、
南
は
百
男
に
貫
く
。
豚
利

　
　
甚
だ
饒
し
。

（
2
6
）
同
治
『
枝
江
県
志
』
巻
七
　
物
産

　
　
棉
布
。
…
…
邑
は
棉
を
産
す
。
洲
地
響
も
佳
し
。
年
忌
な
れ
ば
車
地
ご
と
に
百
働
を
以
て
計
る
。
居
民
農
解
る
の
時
に
於
い
て
、
紡
織
を
兼
営
す
。
業
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
無
き
家
、
更
に
此
を
葬
り
て
活
計
と
為
す
。
夜
半
機
声
と
紡
車
、
軋
軋
と
相
聞
こ
ゆ
。
贈
呈
眠
ら
ざ
る
者
有
り
。
其
の
功
勤
な
れ
ば
、
其
の
利
も
亦
倍
す
。

　
　
質
人
多
く
は
董
市
・
江
口
よ
り
花
を
買
い
て
川
に
入
り
、
呼
び
て
楚
棉
と
為
す
。
布
も
亦
か
く
の
如
し
。

〔
嚢
陽
府
〕

（
2
7
）
民
国
『
覆
陽
県
志
』
巻
六
　
物
産

　
　
棉
布
。
土
人
多
く
織
り
、
以
て
陳
西
の
布
客
に
鶴
ぐ
。
名
づ
け
て
荘
布
と
卜
う
。

（
2
8
）
同
書
、
巻
一
四
農
工
商
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
　
山
陳
の
人
多
く
典
当
・
銭
舗
・
布
店
を
営
業
す
。
布
店
向
に
は
西
路
の
一
大
宗
貿
易
為
り
。
布
平
時
を
以
て
梱
照
し
て
来
り
、
布
を
捲
き
て
去
け
り
。

　
こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
次
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

　
第
一
に
、
棉
布
の
生
産
地
に
つ
い
て
。
適
々
の
主
産
地
が
湖
北
省
中
・
東
部
地
域
で
あ
る
こ
と
が
、
再
び
確
認
さ
れ
る
。
こ
れ
と
は
対
称
的

に
、
宜
昌
府
・
施
南
府
な
ぜ
西
部
山
岳
地
帯
で
は
、
地
方
志
の
「
風
俗
」
「
物
産
」
の
項
に
木
叢
に
つ
い
て
の
記
述
が
全
く
見
回
せ
な
い
県
も

存
在
す
る
。
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清代湖広の水稲作と棉業（山本）

　
第
二
に
、
棉
布
の
生
産
形
態
に
つ
い
て
。
史
料
（
2
6
）
に
「
居
睡
農
漁
る
の
時
に
於
い
て
、
紡
織
を
兼
営
す
。
業
産
無
き
家
、
更
に
此
を
謙
り

て
活
計
と
為
す
。
夜
半
機
声
と
紡
車
、
軋
軋
と
相
聞
こ
ゆ
。
寛
夜
眠
ら
ざ
る
老
有
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
湖
北
の
棉
業
は
、
棉
作
と
棉
紡
織
と

が
個
別
の
経
営
内
部
で
結
合
し
た
農
村
家
内
副
業
で
あ
っ
た
。
史
料
（
1
3
）
（
1
4
）
（
1
6
）
（
2
1
）
（
2
2
）
な
ど
も
、
こ
の
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
ま
た
、

「
業
産
無
き
家
、
更
に
此
を
掛
り
て
活
計
と
為
す
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
棉
業
は
貧
農
に
と
っ
て
の
重
要
な
生
計
維
持
手
段
で
あ
っ
た
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

窺
わ
れ
る
。
民
国
期
に
至
っ
て
も
、
生
産
形
態
に
基
本
的
な
変
化
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
史
料
（
9
）
（
2
2
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
一
部

の
地
域
で
は
、
棉
作
と
棉
紡
織
と
が
分
離
し
て
い
た
。
耀
し
、
（
9
）
に
つ
い
て
は
、
爆
口
と
い
う
大
集
散
地
の
近
郊
農
村
の
事
情
で
あ
る
こ
と

を
考
慮
に
入
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
第
三
に
、
三
布
の
商
品
化
に
つ
い
て
。
木
地
は
、
棉
花
の
ま
ま
販
売
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
棉
布
に
織
り
上
げ
て
販
売
さ
れ
る
こ
と
が

多
か
っ
た
。
農
家
経
営
に
お
け
る
棉
業
の
位
置
は
、
相
対
的
に
高
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
米
作
の
不
安
定
性
の
裏
返
し
で
も
あ
っ
た
。
史
料
（
1
2
）

で
は
、
穀
賎
や
凶
作
の
た
め
農
民
が
国
形
生
産
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
し
て
い
る
状
況
が
語
ら
れ
て
い
る
し
、
史
料
（
2
0
）
に
は
、
山
地
と
低
湿

地
が
多
く
て
主
穀
生
産
が
困
難
な
た
め
、
棉
業
を
待
み
と
し
て
生
活
し
て
い
る
様
子
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
湖
北
棉
布
の
市
場
は
、
主
と
し
て
雲
南
・
貴
州
・
陳
西
・
四
川
・
山
西
・
河
南
な
ど
の
内
陸
後
進
地
域
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
地
域
の
ほ
と

ん
ど
は
、
塾
代
前
期
の
段
階
で
は
、
被
布
の
生
産
・
省
内
自
給
が
困
難
で
あ
り
、
地
方
官
に
よ
っ
て
棉
紡
織
奨
励
政
策
が
し
ぼ
し
ぼ
出
さ
れ
て

　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
㊧

い
た
。
ま
た
、
広
東
や
湖
南
な
ど
長
江
以
南
の
野
作
不
適
地
に
も
、
棉
布
が
移
出
さ
れ
て
い
た
。
湖
北
省
は
、
こ
れ
ら
の
竃
馬
不
足
地
域
へ
棉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

布
を
販
売
し
、
相
対
的
に
不
足
し
て
い
る
主
殻
を
こ
れ
ら
の
地
域
か
ら
購
入
し
て
い
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
こ
に
、
湖
北
を
中
心
と
し
、
河
南

・
山
西
・
陳
西
・
四
川
・
雲
南
・
貴
州
・
湖
南
・
広
東
に
拡
が
る
内
陸
棉
布
流
通
圏
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
、
清
代

は
、
湖
南
米
や
四
川
米
が
江
南
へ
大
量
に
移
出
さ
れ
、
長
江
流
域
を
機
軸
と
し
た
米
穀
市
場
が
商
品
流
通
の
根
幹
と
な
っ
て
い
た
時
代
で
あ
る
。

し
か
し
、
湖
南
や
四
川
で
商
品
化
さ
れ
た
米
穀
の
全
て
が
、
長
江
下
流
へ
販
売
さ
れ
て
い
た
訳
で
は
な
い
。
そ
の
一
部
は
、
指
口
に
と
ど
ま
り
、

湖
北
棉
布
と
交
換
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
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湖
北
省
は
、
米
穀
生
産
能
力
の
低
さ
を
棉
紡
織
業
に
よ
っ
て
補
っ
て
い
た
。
湖
北
の
棉
業
は
、
東
部
地
域
に
展
開
し
、
農
村
家
内
副
業
の
生

産
形
態
を
と
り
な
が
ら
、
余
剰
忽
布
の
多
く
を
周
辺
の
棉
業
が
あ
ま
り
活
発
で
な
い
地
域
に
販
売
し
て
い
た
。
清
代
長
江
流
域
の
市
場
構
造
は
、

下
流
の
手
工
業
と
中
・
上
流
の
主
穀
生
産
と
の
間
の
社
会
的
分
業
を
基
礎
と
し
つ
つ
、
す
で
に
そ
の
中
に
湖
北
の
棉
業
と
湖
南
・
四
川
な
ど
の

米
作
と
の
間
の
新
た
な
ロ
ー
カ
ル
分
業
関
係
を
内
包
し
て
い
た
。
清
末
に
は
、
外
国
棉
製
品
流
入
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
、
湖
北
の
善
業
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

順
調
な
発
達
を
遂
げ
、
長
江
中
・
上
流
域
の
米
穀
は
専
ら
湖
北
に
向
か
っ
て
流
れ
出
す
よ
う
に
な
る
。

①
第
＝
草
注
④
参
照
。

②
査
川
邑
田
額
三
千
四
百
磯
節
奇
。
而
上
田
僅
二
百
四
十
＝
唄
。
中
田
四
百
四
十

　
頃
。
下
田
則
八
百
七
十
四
頃
。
水
郷
堀
田
又
八
芭
七
十
三
頃
。
沈
没
荒
田
至
一
千

　
余
頃
。
是
在
在
皆
水
郷
。

③
　
県
境
所
隷
。
水
居
其
七
。
山
二
。
土
田
一
耳
。
霊
渓
・
女
皇
郷
多
肉
。
生
歯
繁
。

　
不
足
以
供
食
。
乃
墾
門
地
。
螺
旋
而
上
。
高
下
相
承
。
無
少
隙
。
播
種
蕃
薯
・
柿

　
二
旦
之
類
。
土
竃
浮
薄
。
稽
補
則
槁
。
騒
雨
則
沙
土
倶
下
。
渓
澗
購
漁
。
春
夏
霧

　
雨
。
乃
有
水
患
。
両
年
之
間
。
有
平
地
。
墾
為
田
。
水
寒
土
深
。
禾
稼
不
茂
。
有

　
畷
野
。
大
農
無
数
里
。
称
沃
壌
。
春
蕊
生
時
。
刈
以
肥
其
田
。
播
山
石
爽
炭
。
三

　
爲
火
。
名
石
灰
。
滲
以
殺
草
。
雨
水
応
時
。
聾
心
得
二
三
石
。
…
…
余
郷
多
水
。

　
蔓
立
不
治
。
春
掌
篇
。
組
割
稲
。
常
先
於
山
郷
。
洪
水
涯
濫
。
則
田
麗
蕩
然
。

④
本
文
で
は
、
石
灰
を
除
草
用
に
使
っ
て
い
る
が
、
湖
南
と
同
様
、
酸
蝕
中
和
の

　
目
的
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
先
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
黒
棚
府
一
帯

　
は
石
灰
を
産
し
、
湖
南
に
も
移
出
し
て
い
た
。

⑤
た
だ
、
繁
昌
府
興
国
州
で
は
、
高
地
の
相
対
的
優
位
が
確
認
さ
れ
る
。
同
治

　
『
興
国
州
志
』
巻
四
　
物
産
　
穀
叢
説
に

　
　
州
境
山
多
湖
多
。
山
不
可
種
稲
。
近
信
田
。
小
瀕
瓠
没
。
惟
藍
那
之
田
。
不
絶

　
　
水
利
。
又
非
器
冷
之
区
。
斯
能
有
穫
。

　
と
あ
り
、
条
件
さ
え
整
え
ば
、
高
阜
の
田
は
山
地
や
近
湖
の
田
よ
り
も
高
い
収
穫

　
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

⑥
　
論
日
。
天
下
事
有
百
害
而
無
一
利
者
。
画
讃
腱
之
在
吾
県
是
也
。
考
署
県
未
有

　
国
防
以
前
。
南
至
豊
楽
河
。
下
南
通
［
〔
旧
〕
口
。
二
百
余
里
。
東
西
両
岸
。
膏
膜

　
之
田
。
不
下
数
十
万
畝
。
一
自
築
隠
後
。
歳
遭
滝
没
。
是
以
隣
国
為
補
導
。
然
此

　
黒
雨
意
外
言
之
也
。
至
於
隠
内
。
一
遇
潰
決
。
受
衝
之
処
。
即
成
深
潭
。
水
到
之

　
地
。
養
母
沙
圧
。
二
重
膏
膿
之
田
。
付
諸
河
泊
也
。
使
其
悪
阻
。
激
雷
水
引
。
而

　
地
幅
上
繭
。
不
仁
藩
士
数
日
。
水
門
働
可
補
種
秋
糧
。
転
筆
不
至
如
是
之
甚
也
。

　
況
漫
溢
之
後
。
低
窪
之
処
。
尚
可
望
其
有
高
。
野
土
変
為
沃
壌
乎
。
…
…

⑦
喜
雨
の
堤
防
は
嚢
陛
と
呼
ば
れ
、
鍾
祥
県
よ
り
下
流
に
設
け
ら
れ
て
い
た
が
、

　
鍾
祥
附
近
は
上
流
か
ら
の
水
勢
の
衝
激
を
強
く
受
け
て
、
決
潰
の
危
険
が
大
で
あ

　
つ
た
。
（
森
田
明
「
湖
北
に
お
け
る
限
防
の
水
利
組
織
」
森
聞
『
清
代
水
利
史
研

　
本
底
第
三
章
　
一
九
七
四
年
）

⑧
襲
限
の
建
設
は
比
較
的
新
し
く
、
康
熈
の
末
ご
ろ
と
推
定
さ
れ
る
。
光
緒
『
漢

　
陽
県
識
』
巻
二
　
隆
防
に

　
　
県
境
曲
水
緯
其
東
南
。
漢
水
帯
出
北
。
而
太
白
湖
藤
西
。
為
江
漢
支
流
泡
潜
交

　
　
睡
区
。
又
有
群
湖
瀦
於
中
。
夏
秋
賢
慮
。
一
片
注
洋
。
心
向
漸
漸
防
。
康
煕
五

　
　
十
年
詳
請
。
幣
金
築
鐙
楽
隆
於
張
大
渡
。

　
と
あ
る
。
鍍
隆
を
豊
楽
陛
と
呼
ん
で
い
る
の
は
、
起
点
の
豊
楽
二
瀬
に
因
ん
だ
も

　
の
で
あ
ろ
う
。
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前代湖広の水稲作と棉業（山本）

⑨
　
湖
北
徳
安
府
志
云
。
稲
有
粘
者
。
粘
之
類
有
三
。
日
早
稲
。
日
遅
稲
。
日
晩
稲
。

　
…
…
耳
順
者
。
其
種
法
事
必
浸
種
分
秩
。
倶
耕
田
白
子
。
五
六
十
日
可
実
。
湖
人

　
被
水
害
者
。
水
退
不
邊
他
穀
。
故
多
布
此
。
軽
暖
須
田
。
出
原
不
多
調
。

⑩
日
本
に
現
存
す
る
『
徳
安
府
志
』
の
う
ち
、
こ
の
一
文
を
収
録
し
て
い
る
の
は

　
康
熈
志
の
み
で
あ
り
、
正
徳
志
お
よ
び
光
緒
志
に
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
光
緒

　
『
善
感
県
志
』
に
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
文
章
が
引
か
れ
て
お
り
、
蓋
穀
の
地
域
的

　
広
が
り
が
窺
わ
れ
る
。

⑪
　
紀
其
梢
稽
異
者
。
其
稲
潤
辺
沢
宜
芒
。
初
夏
播
種
。
不
蒔
不
転
。
搾
取
日
至
熟
。

　
与
他
稲
等
。

⑫
穀
語
聾
。
…
…
八
九
月
漁
者
。
日
日
1
4
粘
。
日
除
紅
粘
。
味
最
香
美
。
湖
田
宜
之
。

　
錐
水
深
尺
余
。
認
可
栽
種
穫
収
。

⑬
　
蓑
陽
府
南
二
塁
で
は
、
小
作
料
納
入
方
法
と
し
て
、
畢
国
は
先
払
い
（
定
額
小

　
作
料
）
で
水
田
は
収
穫
後
納
入
と
い
う
形
態
を
と
っ
て
い
る
馨
例
が
見
ら
れ
る
。

　
水
田
よ
り
畢
田
の
方
が
、
生
産
が
安
定
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
（
朱
）
復
舜
佃
水
早
田
二
十
余
習
。
毎
年
除
畢
田
思
郷
例
預
先
給
租
外
。
其
水

　
　
田
向
係
秋
成
納
租
。
（
『
総
代
地
租
翁
融
形
態
』
晦
0
3
5
「
湖
北
南
潭
県
郷
例

　
　
租
種
皐
田
預
先
給
湿
水
田
秋
成
納
租
」
乾
隆
一
七
年
）

　
こ
の
史
料
は
、
ま
た
、
一
経
賞
が
乾
田
・
湿
田
両
方
を
臨
時
に
租
佃
・
耕
作
し
て

　
い
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
興
味
深
い
。

⑭
前
注
⑱
参
照
。

⑮
　
『
宮
中
描
雍
正
朝
奏
摺
』
第
一
四
輯
、
七
年
九
月
一
九
日
、
署
理
湖
北
巡
撫
趙

　
弘
恩
奏
摺

　
　
武
昌
府
属
之
江
夏
・
通
城
・
興
国
。
漢
陽
府
属
藩
論
陽
・
孝
感
・
黄
阪
。
安
陸

　
　
府
属
之
鍾
祥
・
京
山
・
荊
門
。
徳
安
旨
趣
錦
帯
陸
・
雲
量
・
応
城
。
以
上
十
二

　
　
州
県
。
除
低
窪
濃
水
及
有
塘
堰
之
処
。
可
以
車
属
者
。
有
七
八
分
収
成
不
等

　
　
外
。
其
近
山
及
高
岡
之
処
。
曾
経
説
畢
。
亦
二
連
肝
広
碩
受
傷
。
不
過
一
県
之

　
　
中
数
村
無
水
。

　
乾
隆
『
斬
水
信
越
山
田
二
　
風
俗

　
　
邑
西
南
当
江
湖
之
濱
。
田
頗
植
下
。
毎
羅
馬
溢
出
歳
。
則
俺
浸
随
之
。
東
北
壌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ね
つ
る
べ

　
　
近
山
麓
。
其
地
易
乾
。
値
歳
旱
。
則
戸
集
目
線
。
車
立
潜
水
以
救
。

⑯
稲
有
早
稲
・
中
稲
・
遅
稲
。
上
郷
高
田
一
眼
。
湖
面
有
一
歳
両
仁
者
。
：
：
－
広

　
済
上
郷
。
紡
績
老
身
。
謂
之
家
機
布
。

⑰
後
瀬
⑲
（
1
3
）
（
1
4
）
に
よ
る
と
、
棉
花
は
乾
燥
し
た
土
地
に
定
植
さ
れ
て
い
た
よ

　
う
で
あ
る
。

⑯
亦
樵
武
漢
黄
蝶
荊
州
諸
郡
所
出
。
為
最
盛
。
如
江
夏
之
九
峰
．
金
口
。
武
昌
之

　
葛
店
。
大
冶
之
永
豊
・
懸
会
・
宣
化
三
郷
。
漢
陽
之
南
郷
。
黄
岡
之
西
郷
。
天
門

　
之
岳
口
。
監
利
之
車
湾
。
枝
江
之
江
口
・
董
市
。
皆
素
以
産
布
著
称
。
其
他
孝
感

　
出
者
。
通
謂
之
孝
感
市
。
徳
安
各
属
出
者
。
通
謂
之
報
告
。
荊
置
潮
者
。
通
謂
之

　
卓
布
。
其
名
有
壁
布
・
線
布
・
椿
布
．
辺
布
．
大
布
．
小
布
．
黒
黒
．
条
庵
諸
種
。

　
其
鶴
貨
有
山
荘
・
水
荘
・
京
荘
・
門
荘
之
異
。
其
精
者
皆
遠
行
漢
心
奏
蜀
晋
豫
諸

　
省
。
府
窃
好
者
。
東
南
呉
院
之
罠
亦
珍
罵
。
蓋
全
省
利
源
之
所
在
。
此
為
券
鑓
。

⑲
（
1
）
布
之
属
。
有
綿
布
。
出
葛
店
者
佳
。

　
（
2
）
　
冬
布
多
三
雲
呉
楚
。
松
江
之
竣
布
。
威
寧
之
大
布
。
信
人
絡
繹
出
来
。
与

　
　
　
綿
花
皆
為
正
貨
。
羅
地
所
種
吉
貝
。
不
足
影
供
十
郡
之
用
土
。

　
（
3
）
棉
布
出
永
豊
・
四
会
・
層
化
三
郷
。

　
（
4
）
小
布
。
貧
家
婦
女
。
窮
日
夜
磁
力
。
機
声
軋
軋
。
人
置
得
一
疋
。
長
一
丈

　
　
　
四
五
尺
。
四
方
来
貿
者
。
蝶
盈
千
累
百
。
梱
載
以
去
。

　
（
5
）
永
安
保
集
。
…
…
抱
布
而
盛
者
。
不
絶
鋪
道
。

　
　
　
索
河
集
。
…
…
夏
秋
水
滋
。
貿
遷
老
甚
輻
績
。
平
時
則
収
買
白
布
。
転
販
漢

　
　
　
鎮
。
小
筆
夜
成
疋
。
朝
威
来
貿
焉
。

　
（
6
）
　
郷
農
之
家
。
勤
於
紡
織
。
毎
夜
登
機
。
蒲
団
成
下
。

　
（
7
）
拍
露
。
南
郷
家
家
。
春
作
外
。
以
此
資
生
。
婦
女
老
幼
。
濤
声
軋
軋
。
人

　
　
　
日
蔭
得
一
疋
。
長
一
丈
五
六
尺
。
郷
口
論
一
飛
。
盈
筆
者
万
。
遣
口
漢
口
。

　
　
　
加
染
造
。
以
応
秦
晋
漢
繕
遠
賢
之
資
。
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（
8
）
其
布
則
田
無
布
。
南
郷
治
此
尤
勤
。
婦
女
老
幼
。
自
春
作
外
。
昼
則
鳴

　
　
機
。
夜
勢
簿
燈
紡
績
。
徹
夕
不
休
。
此
巷
相
聞
。
人
日
得
布
一
疋
。
遠
者
秦

　
　
晋
演
黙
西
人
。
争
市
焉
。

（
9
）
黙
諾
家
勤
紡
績
。
貿
布
販
棉
。
黎
明
口
慰
。

、
（
1
0
）
　
至
南
岸
。
則
勤
紡
績
。
皆
暁
夜
為
之
。
十
室
面
九
空
。

（
1
1
）
　
百
穀
之
余
。
産
棉
恒
広
。
富
商
大
質
。
携
金
銭
而
阪
運
者
。
踵
相
接
也
。

　
　
布
。
有
大
布
。
有
小
布
。
近
而
裏
奨
・
楚
南
。
遠
切
話
晋
演
贈
。
威
来
争
市

　
　
焉
。
轟
農
事
甫
畢
。
男
婦
老
幼
。
共
相
操
作
。
繋
馬
燈
紡
績
。
日
夕
不
休
。

　
　
或
機
声
軋
軋
。
比
屋
根
聞
。
故
業
此
者
恒
労
。

（
1
2
）
棉
布
。
有
意
三
十
三
尺
・
寛
～
尺
五
寸
者
。
為
調
布
。
細
三
州
綱
。
三
十

　
　
尺
以
下
。
皆
日
椿
布
。
西
質
所
収
也
。
至
呼
為
孝
感
布
。
長
二
十
尺
以
内
・

　
　
寛
～
尺
老
。
皆
日
辺
布
。
郷
人
所
粥
也
。
数
年
穀
賎
開
講
。
又
値
凶
早
。
民

　
　
皆
持
此
為
生
。

（
1
3
）
　
入
夏
於
地
之
爽
愚
者
。
多
植
棉
花
。
七
月
既
望
以
後
。
従
而
拾
之
。
紡
爾

　
　
織
之
。
以
為
布
。
機
野
声
桐
聞
。
抑
且
貿
之
。
以
輸
正
供
。
此
貧
家
婦
工
之

　
　
常
業
也
。

（
1
4
）
　
入
夏
於
地
塁
充
識
者
。
多
種
棉
花
。
七
月
望
後
収
之
。
紡
線
為
布
。
機
樽

　
　
声
相
聞
。

（
1
5
）
広
済
上
郷
。
紡
績
老
布
。
謂
荒
家
機
布
。
密
厚
勾
細
。
遠
郷
争
購
。

（
1
6
）
　
為
農
者
。
家
必
兼
織
。
広
聴
棉
花
。
縫
隙
率
婦
子
。
昼
夜
紡
績
。
十
島
而
九
。

（
1
7
）
三
布
。
有
益
三
十
三
尺
・
寛
一
尺
五
寸
者
。
電
火
布
。
精
薄
如
紬
。
三
十

　
　
尺
以
下
。
皆
日
梼
牢
。
西
買
所
収
也
。
至
呼
為
辺
布
。
長
二
十
尺
以
内
・
寛

　
　
一
尺
者
為
佳
。
民
望
此
為
生
。

（
1
8
）
棉
花
。
…
…
紡
織
為
布
。
大
布
粗
而
寛
。
条
布
細
而
窄
。
分
由
荘
・
水
荘

　
　
溝
隠
。
其
染
色
日
当
布
。
…
…
今
内
属
依
紡
織
為
生
。
西
商
舗
買
布
。
成
捲

　
　
行
西
北
。
万
里
而
遙
。
綾
布
聚
於
応
域
。
行
東
南
諸
省
。

（
1
9
）
　
城
内
寛
間
。
屋
宇
多
賃
寓
西
布
商
作
寓
。
聞
之
故
老
日
。
凡
西
客
来
楚
販

　
　
　
布
。
必
経
雲
城
掘
載
。
出
彊
暦
遠
。
布
不
変
色
。
若
不
由
雲
城
改
掴
。
一
至

　
　
　
河
南
渡
黄
河
。
布
製
微
瀦
。
故
西
商
於
雲
立
店
。
獲
麟
難
処
。

　
　
　
業
次
重
耕
織
。
土
瘡
民
労
。
甫
釈
黎
鋤
。
常
勤
機
経
。
男
婦
老
幼
皆
然
。

　
（
2
0
）
　
旧
志
。
邑
酒
北
多
山
。
東
南
多
湖
。
山
嵐
泉
。
旱
則
澗
。
難
以
耕
黎
。
湖

　
　
　
受
水
。
湧
翔
濫
。
汎
濫
謬
論
。
故
轡
師
歓
多
。
兼
以
地
佳
産
足
以
商
販
。
多

　
　
　
侍
女
工
、
織
征
。
資
給
八
口
。

　
（
2
1
）
布
之
属
。
日
揮
布
。
随
二
戸
種
木
棉
。
人
習
為
布
。
秋
熟
後
端
隣
集
。
随

　
　
　
畏
多
侍
講
為
生
計
。

　
（
2
2
）
惟
棉
花
為
民
利
。
家
資
紡
織
叢
生
。
毎
年
繊
布
。
多
四
五
十
万
疋
。
少
亦

　
　
　
二
三
十
万
疋
。
其
花
買
霊
異
地
者
十
之
七
。
出
於
本
地
者
十
御
三
。

　
（
2
3
）
棉
布
。
江
陵
有
京
荘
・
門
荘
之
別
。
監
調
車
湾
考
佳
。
蜀
客
白
布
者
接
踵
。

　
（
2
4
）
棉
布
。
郷
民
農
隙
以
織
為
業
者
。
十
居
八
九
。
其
布
自
署
荘
・
門
荘
之

　
　
　
別
。
故
蜀
客
質
布
沙
津
抱
貿
者
。
群
相
踵
接
。

　
（
2
5
）
　
棒
利
濱
江
介
湖
。
土
膏
確
確
。
爵
号
沃
術
。
所
産
遊
撃
大
布
。
酉
走
蜀

　
　
　
贈
。
南
走
百
嬉
。
厭
利
野
景
。

　
（
2
6
）
　
棉
布
。
…
…
邑
産
棉
。
洲
地
尤
佳
。
年
豊
畝
地
以
菅
触
計
。
居
民
於
農
畢

　
　
　
時
。
紡
織
兼
営
。
無
業
産
家
。
更
籍
此
為
活
計
。
夜
半
機
声
与
紡
車
。
軋
軋

　
　
　
掘
聞
。
有
党
夜
不
眠
者
。
其
功
勤
。
其
利
亦
倍
。
賢
人
多
於
銀
扇
・
江
日
。

　
　
　
買
花
入
川
。
呼
為
楚
棉
。
布
亦
如
之
。

　
（
2
7
）
棉
布
。
土
人
多
織
。
以
躍
銀
鱈
煙
客
。
名
日
荘
布
。

　
（
2
8
）
　
山
仙
人
多
営
業
典
当
・
銭
舗
・
布
店
。
布
店
向
為
西
路
一
大
宗
貿
易
。
布

　
　
　
里
山
時
風
載
而
来
。
捲
布
而
去
。

⑳
　
　
『
支
那
省
鋼
全
志
姫
（
湖
北
省
）
　
一
九
一
七
年
、
七
八
九
頁
「
湖
北
省
に
於

　
け
る
織
布
業
」

　
　
±
布
は
地
方
農
民
の
副
業
と
し
て
製
織
す
る
も
の
に
し
て
、
時
に
五
・
六
台
の

　
　
機
台
を
有
し
、
女
工
を
招
き
て
織
ら
し
む
る
も
の
あ
り
と
雛
も
多
か
ら
ず
。

⑳
　
棉
紡
織
奨
励
政
策
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
開
港
以
前
の
中
国
綿
紡
織
業
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一
臼
本
と
の
技
術
比
較
を
中
心
に
一
」
『
歴
史
の
理
論
と
教
育
』
六
九
　
一

九
八
七
年
、
参
照
。
な
お
、
内
陸
諸
省
の
棉
業
の
実
態
と
棉
紡
織
奨
励
政
策
に
つ

い
て
、
以
下
に
代
表
的
史
料
を
掲
げ
て
お
く
。

〔
雲
南
〕
琳
孫
『
紡
織
図
説
』
附
録
『
黄
漱
荘
先
生
設
教
織
局
諭
及
章
程
」

　
査
得
（
雲
南
）
県
属
。
毎
年
買
用
川
布
。
計
価
銀
二
十
余
万
両
。
母
上
本
地
不

　
織
布
疋
。
是
以
大
利
帰
三
川
省
。
而
我
民
間
。
終
於
瘡
苦
也
。
今
本
県
設
局
教

　
織
。
使
一
人
伝
十
。
十
人
伝
百
。
…
…

〔
貴
州
〕
『
高
宗
実
録
』
巻
五
七
三
（
乾
隆
二
三
年
　
○
田
津
未
）

　
署
貴
州
巡
撫
周
入
歯
奏
。
贈
省
巨
樹
而
不
織
。
緕
布
昂
貴
。
現
通
筋
各
属
。
於

　
目
鼻
隣
省
。
購
種
馬
棉
・
苧
麻
。
教
鞭
紡
織
。
…
…

〔
四
川
〕
『
高
宗
実
録
』
巻
七
四
七
（
乾
隆
三
〇
年
一
〇
月
）

　
四
川
総
督
阿
爾
泰
奏
。
川
民
不
識
紡
織
。
地
間
産
棉
。
種
植
失
宜
。
或
商
販
賎

　
魯
。
至
江
楚
成
布
。
運
川
重
讐
。
現
莇
各
属
。
勧
論
郷
民
。
依
翼
翼
鋤
。
広
招

　
織
工
。
教
習
土
人
。
井
令
婦
女
学
織
。

〔
映
西
〕
顯
炎
武
『
臼
知
録
』
巻
…
○
「
紡
織
之
利
」

　
今
辺
郡
之
民
。
既
不
知
耕
。
又
不
知
織
。
…
…
今
出
入
州
県
。
発
紡
織
之
具
一

　
副
。
令
有
司
依
式
造
成
。
散
給
里
下
。
募
外
郡
丁
零
省
為
師
。
…
…

　
〔
河
南
〕
周
際
華
『
一
瞬
録
』
（
『
家
陰
裳
中
華
』
所
収
）

　
　
心
懸
孟
県
民
皆
聴
講
。
問
其
故
。
則
紡
織
之
影
響
。
臨
書
貧
甚
。
婦
女
好
閑
。

　
　
乃
設
為
織
局
以
課
之
。
…
…

⑳
史
料
（
2
）
（
2
5
）
。

曾
　
史
料
（
1
1
）
。
ま
た
、
『
野
川
図
記
微
実
』
五
冊
　
物
産
「
畠
類
」

　
　
布
。
昔
之
布
麻
織
也
。
今
之
布
棉
織
也
。
…
…
今
平
織
者
。
爆
撃
布
・
小
布
・

　
　
西
荘
三
等
。
…
…
西
荘
紗
線
細
如
小
衛
。
長
一
丈
五
尺
・
寛
八
寸
。
西
商
坐
辮
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
も

　
　
転
出
西
口
。
惟
較
亡
者
為
南
荘
。
貨
於
湖
南
。

⑳
　
第
一
章
注
④
朱
倫
瀬
「
載
留
漕
糧
以
充
積
貯
劉
子
」
に

　
　
今
日
之
採
買
運
三
者
。
動
云
楚
省
。
不
知
今
離
業
楚
省
。
非
職
昔
日
之
楚
省
也
。

　
　
且
亦
待
直
属
川
省
夷
。
武
漢
一
帯
。
有
待
州
米
来
爾
後
減
価
口
語
。
則
不
足
之

　
　
情
形
已
見
。

　
と
あ
る
。

⑮
　
小
山
正
開
「
清
宋
中
国
に
お
け
る
外
国
綿
製
品
の
流
入
」
　
『
近
代
中
国
研
究
』

　
第
四
輯
　
一
九
六
〇
年
。

⑯
　
℃
Φ
築
貯
ω
㌧
U
覧
国
．
”
二
二
誉
ミ
w
N
§
、
b
題
ミ
§
§
馬
ミ
§
G
ミ
9
§
一
ω
①
。
。
占
O
①
。
。
”

　
国
O
貯
ぴ
霞
σ
q
7
お
①
P
娼
℃
■
頴
一
ム
諸
■

清代湖広の水稲作と棉業（山本）

結
び
に
か
え
て

　
清
士
、
湖
広
地
方
は
、
長
江
下
流
域
へ
所
謂
湖
広
米
を
供
給
し
て
い
た
。
し
か
し
、
米
穀
生
産
力
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
湖
南
・
湖
北
と
も
、

長
江
下
流
域
よ
り
か
な
り
低
い
水
準
に
あ
っ
た
。
と
く
に
、
洞
庭
湖
周
辺
か
ら
長
江
・
魚
水
流
域
に
か
け
て
の
低
平
地
で
は
、
土
壌
こ
そ
肥
沃

で
あ
っ
た
が
、
排
水
が
困
難
で
、
し
ば
し
ば
水
災
に
見
舞
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
低
湿
田
で
は
、
田
植
え
や
除
草
を
必
要
と
し
な
い
野
生
稲
に
近

い
稲
が
栽
培
さ
れ
て
い
た
。
低
湿
地
の
水
稲
作
は
、
高
地
と
比
較
し
て
よ
り
不
安
定
で
粗
放
で
あ
っ
た
。
農
業
経
営
の
安
定
化
は
、
湖
南
で
は

河
谷
平
地
の
強
酸
性
土
壌
の
改
良
に
、
湖
北
で
は
高
地
の
田
で
の
棉
作
・
棉
紡
織
業
に
、
そ
れ
ぞ
れ
向
け
ら
れ
た
。
湖
北
の
蚕
業
は
、
農
村
家
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内
副
業
の
生
産
形
態
を
と
っ
て
い
た
が
、
余
剰
棉
布
の
多
く
を
棉
業
が
盛
ん
で
な
い
湖
南
・
四
川
な
ど
周
辺
諸
省
に
販
売
し
て
い
た
。
こ
こ
に
、

湖
北
の
棉
布
と
湖
南
・
四
川
な
ど
の
主
穀
と
の
ロ
ー
カ
ル
な
商
晶
交
換
・
分
業
関
係
が
発
生
し
、
そ
れ
は
、
四
川
よ
り
江
漸
に
至
る
長
江
流
域

の
基
幹
市
場
の
下
で
独
自
の
展
開
を
遂
げ
つ
つ
あ
っ
た
。
以
上
が
本
稿
の
結
論
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
本
稿
の
考
察
を
も
と
に
、
今
後
の
課
題
設
定
を
狙
い
と
し
て
、
直
謝
の
商
品
市
揚
研
究
に
関
す
る
展
望
を
述
べ
て
お
こ
う
。
清
刷

の
商
品
市
場
に
お
け
る
最
大
の
特
徴
は
、
一
言
で
言
え
ば
、
省
を
越
え
た
隔
地
間
流
通
の
勃
興
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
、
清
代
以
前
か
ら
隔
地
間

の
交
易
は
断
片
的
に
は
見
ら
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
当
時
の
商
品
市
場
は
、
基
本
的
に
は
州
県
を
基
礎
単
位
と
し
て
分
散
的
に
展
開
し
、
未
だ

広
域
市
場
に
夜
曲
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
清
代
に
入
る
と
、
前
代
か
ら
の
小
市
場
が
有
機
的
に
編
成
さ
れ
、

重
層
的
な
交
易
関
係
が
構
築
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
を
全
国
的
市
場
の
形
成
と
捉
え
る
こ
と
も
、
可
能
で
あ
ろ
う
。

　
広
域
市
場
が
形
成
さ
れ
る
直
接
的
契
機
は
、
商
品
生
産
の
発
達
で
あ
る
。
明
代
中
期
ご
ろ
か
ら
江
南
デ
ル
タ
地
域
を
中
心
に
展
開
し
た
商
品

生
産
の
影
響
は
、
湖
広
な
ど
生
産
力
の
よ
り
低
い
地
域
に
も
及
び
、
こ
れ
ら
の
地
域
に
お
け
る
生
産
物
の
商
品
化
を
促
進
さ
せ
た
。
清
代
湖
広

で
米
や
棉
布
の
商
品
化
が
比
較
的
活
発
に
行
わ
れ
た
の
は
、
湖
広
が
独
自
に
商
品
生
産
を
展
開
さ
せ
た
か
ら
で
は
な
く
、
江
漸
を
中
心
と
し
た

広
域
市
場
に
再
編
成
さ
れ
、
そ
の
下
で
生
産
物
の
商
品
化
を
強
い
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
湖
北
上
布
の
四
川
方
面
へ
の
販
売
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
、
江
漸
か
ら
見
れ
ば
周
辺
に
位
置
す
る
湖
広
で
の
商
品
化
が
、
よ
り
周
辺
部
の
四
川
な
ど
を
商
品
経
済
に
巻
き
こ
む
と
い
う
事
態

も
起
こ
る
。
こ
う
し
て
、
江
斯
を
震
源
と
し
た
商
品
化
の
波
は
、
周
辺
へ
そ
し
て
よ
り
周
辺
へ
と
波
及
し
、
全
国
的
な
分
業
構
造
へ
そ
れ
ら
の

地
域
を
再
編
成
し
て
ゆ
く
。
そ
の
過
程
で
、
湖
南
は
中
心
地
域
へ
の
米
穀
供
給
と
い
う
、
湖
北
は
よ
り
周
辺
の
地
域
へ
の
棉
布
供
給
と
い
う
役

割
を
、
そ
れ
ぞ
れ
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
た
だ
し
、
明
清
時
代
の
商
品
生
産
に
つ
い
て
は
未
だ
不
明
な
点
が
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
、
全
国
的
市
場
の
質
す
な
わ
ち
地
域
間

の
連
関
性
の
程
度
に
つ
い
て
は
立
ち
入
っ
た
議
論
が
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
名
古
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・
露
文
学
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科
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｛
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課
程
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The　Riee　Crop　and　the　Cotton’　lndustry　’in　the

Huguan9湖広Provinces　in　the　Qing　Dynasty

by

Sus’浮高普@Yamamoto

　　The　saying　“If　the　crop　is　abundant　in　the　Hug’uang’provinces，　the

provisions　will　suffice　for　all　of　China”　suggests　that，　in　the　Qing

Dynasty，　the　Huguang　ptovinces　were　known　as　the　national　granary

supplying　rice　to　the　lower　reaches　of　the　Yantze　River．　But　the　pro－

ductien　level　of　rice　in　the　Huguang　provinces　was　much　lower　than

that　of　the　ioWer　reaches　of　the　Yantze　River．　The　greater　part　of

Hunan湖南pyovince　was　covered　by　high　acid　soi1，　that　is　soil　poor

in　organic　Matter，　and　it　was　inappropriate　for　cultivation．　On　the　other

hand，　in　the　low　lands，　from　the　area　of　Dongting洞庭Lake　to　Hubei

湖北province，　rice　paddies　that　were　fertile　but　di爺cult　to　drain　were

widespread．　Extensive　rice　cropping　was　carried　out　with　no　need　for

rice－transplantating　or　weeding，　but　the　crop　was　much　more　unstable

than　in　the　high　lands．　To　stabilize　the　management　of　agriculture，　in

Hunan，　improvement　of　the　acid　soil　of　the　vallays　was　carried　out，　and

in　Hubei　cotton　cropping　and　cotton　spinning　were　carried　out．　The

cotton　industry　of　Hubel　was　rural　domestic　industry，　but　the　surplus

cloth　was　exported　to　the　inner　provinces　such　as　Hunan　or　Sichuan四

川where　the　cotton　industry　did　not　flourish．　In　the　Qing　Dynasty，

generally　speaking，　the　Huguang　provinces　held　a　position　as　a　rice

surplus　producing　area，　but　within　the　area，　loca1　specialization　had

started．
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